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カラコロ工房  

縁
え に

雫
しずく

アンブレラスカイ 
 

  松江市は水の都であり、ご縁の地でもあります。雨の日の多い松江では、降り注ぐ雨の雫を

良縁に恵まれる“縁雫”と呼びます。 

  カラコロ工房（旧日本銀行松江支店）では、梅雨の時期にカラフルな傘が並ぶ「縁雫アンブ

レラスカイ」を７年前から毎年開催しています。（２０２３年、２０２４年はカラコロ工房改修のため松江

テルサにて実施） 

  色とりどりの傘が天井に約２００本吊るされ、晴天時には色鮮やかな傘が日の光を浴びて、

きらきらと輝き、見る人の気持ちを晴れやかにさせてくれます。 

 



は じ め に 

 

 

この年報は、令和６年中における当消防本部の消防業務を広く紹介す

るために刊行したもので、消防業務の内容・火災・救急統計等を中心に

収録いたしました。 

消防行政の現況をご理解いただき、今後ともより一層のご指導とご協

力を賜りますとともに、防火思想の高揚を図るためご活用いただければ

幸いと存じます。 
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 市 民 憲 章 

私たちは松江市民です。雄大な日本海、美しい中海と宍道湖、八雲

立つ山々にいだかれた松江がだいすきです。 

私たちはこのかけがえのない自然を守り、先人のつちかった歴史を

誇りとし、住む人に希望と勇気を与えるまちにします。 

私たちは訪れる人にもてなしの心で接し、新しい松江のまちを築くた

め、手をとりあって進みます。 

一、 青い海と湖、緑あふれる美しい自然のめぐみを大切に、きれい

なまちにします。 

一、 人の立場を重んじ、すこやかで心にゆとりのある、明るく住みよ

いまちにします。 

一、 礼をつくし勉学にいそしみ、未来にはばたく、希望にみちたまち

にします。 

一、 はるかな歴史のいとなみと、つちかわれた文化をうけつぎ、心

ゆたかなまちにします。 

一、 働くことによろこびと誇りをもち、活気がみなぎる、いきいきとし

たまちにします。 

消 防 訓 

伝統ある消防精神を重んじ、消防人としての誇りと使命感をもって 

市民の信頼と期待にこたえるため、ここに消防訓を定める。 

一、我々は、常に奉仕の精神で市民の安全を守る。 

一、我々は、消防の知識及び技術を研鑽し、あらゆる災害に不撓 

不屈の精神で臨む。 

一、我々は、常に規律を重んじ、誠実かつ迅速に職務を遂行する。 

平成 24年 4月 1日制定 



面　 積 人　 口 世      帯 気      象

572.96k㎡ 193,135人 91,724世帯
年平均気温16.8℃

総降水量　2,103.0㎜

予      算 署   所   数 消 防 職 員 消 防 団 員

令和7年度当初

30億6777万8千円

1消防本部　2消防署

4分署　1出張所

定員　270人

実員　258人

（平均年齢37.3歳）

定員　1,970人

実員　1,879人

消防ポンプ車等 特 殊 車 両 救   急   車 消 防 水 利

ポンプ車　4台

タンク車　9台

化  学  車　1台

はしご車   　2台

救助工作車　1台

水  槽  車　   1台

救急車  14台
消火栓    3,650基

防火水槽   775基

火      災 救      急 救      助 119 番 通 報

40件
出場件数 10,836件

搬送人員 10,015人

出場件数 172件

救助人員 129人
15,458件

防火対象物数 危険物施設数 立入検査数 消防同意数

8,924
貯蔵所　326

取扱所　207

防火対象物    908

危険物施設　  65
248

（令和7年4月1日現在）

松江市消防本部一目統計

※令和6年中・・・火災・救急・救助・119番通報、令和6年度・・・立入検査・消防同意数

￥
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位置と地勢 
 

松江市は島根県の東部に位置しており、東に安来市、南に雲南市、西に出雲市と接しています。 

中心部は沖積地に発達した城下町で東西に中海と宍道湖をひかえ、市街地は大橋川で南と北に2

分されています。大山隠岐国立公園の一部に指定されている島根半島は北山山地を越えて日本海

に面し複雑なリアス式海岸をもっており、南部は丘陵の多い農村地帯が大部分を占めています。

美しい自然をもつ反面、季節風など災害に対する自然環境は必ずしもよいとは言えず、過去には

大火・水害など幾多の災害をもたらしています。 

また、昭和26年に国際文化観光都市に指定されており、古社・古墳・城下町の遺構としての文

化財も多く残っています。 

 

 

署所配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積・人口及び世帯数 
（令和７年 4月 1日現在） 

市 名 面 積 
（㎢） 

人 口 
（人） 

世帯数 
（世帯） 

松 江 市 572.96 193,135 91,724 
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沿    革 
 

藩政時代、松江城下にも消防制度はあったが、その起源については知ることができない。 

 

文化 8年 この年になされた防火定の改正により竜吐水組 4 組のほか、いろは組 8 組、

総勢253人に及ぶと記録に残っている。 

明治22年 4月 1日 市制施行後の松江市は、同年 8 月、松江市消防規則と同施行手続きを制定

し、 4 番組制の松江市消防組を編成した。 

明治27年 6月 勅令により 4 番組制は 1 組に統轄され、市内を橋南、橋北の 2 部制にした。 

明治35年 9月 松江市初の蒸気ポンプを 1 台購入し配置した。 

大正 5年11月 組織の大改正により 5 部制とした。以来この組織は昭和 9 年 4 月に 7 部制

を採用するまで継続した。 

大正12年 5月 松江市初の手引ガソリンポンプ 2 台、同年 9 月には消防ポンプ自動車（米

国製）を 1 台購入し配置した。 

昭和 9年12月 1日 津田村合併により10部制とし、総員216人となる。 

昭和14年 2月11日 川津村が合併した。 

 4月 1日 警防団令施行により、松江市警防団に改組、本部及び 7分団総員865人とな

る。 

 11月 1日 朝酌村が合併した。 

昭和22年 9月 1日 消防団令施行により、松江市消防団として再発足したが、このとき従来の

8 分団1,191人を 8 分団550人に改めた。 

昭和23年 7月13日 松江市初の水槽付消防ポンプ自動車を 1 台購入し、団本部に配置した。 

 10月10日 法吉村の合併により 9 分団650人となる。 

消防ポンプ自動車 7台 

手引動力ポンプ 5台 

腕用ポンプ 16台 

昭和24年 4月 1日 殿町124番地市役所総務課内に松江市消防本部が設置され、職員は市吏員 2

人、運転員10人で業務開始した。 

 5月21日 松江、八束地区（ 1 市 3 町22村）消防相互応援協定を締結した。 

 10月19日 松江市職員定数条例が制定され、消防職員定数12人、消防団員定数550人と

定まる。 

昭和25年 3月29日 消防ポンプ自動車 1 台を購入し、消防本部に配置した。 

 9月10日 水槽付消防ポンプ自動車 1 台を購入し、消防本部に配置した。 

 10月 1日 竹矢、乃木両村の合併により、消防団は11分団となる。 

昭和26年 1月 1日 松江市消防署を設置した。 

  消防職員43人をもって新しい消防体制が確立した。 

水槽付消防ポンプ自動車 2台 

消防ポンプ自動車 1台 
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  当時、消防団は11分団554人であった。 

消防ポンプ自動車 6台 

三輪消防ポンプ自動車 1台 

手引動力ポンプ 9台 

腕用ポンプ 25台 

 4月 1日 大庭、忌部両村の合併により、消防団は13分団、団員定数816人となる。 

  消防職員の定数55人となる。 

 8月 2日 松江市と出雲市間で消防相互応援協定を締結した。 

昭和27年10月30日 松江市と八雲村間で消防応援協定を締結した。 

 12月 農村部分団の消防力強化のため、小型動力ポンプを11台購入し、消防署及

び農村部分団に配置した。 

昭和28年 4月 1日 生馬、持田両村が合併した。 

 11月20日 松江市危険物保安協会が設立された。 

昭和29年 4月 7日 松江市消防協会が設立された。 

 12月11日 松江市危険物保安協会から150ポンドの大型ドライケミカル消火器 1 台、及

び20ポンド 5 本、 4 ポンド 2 本の消火器の寄贈を受け消防ポンプ自動車を

改装し、これに消火器・投光器及び拡声装置を積載して広報車を兼ねた化

学車が誕生した。 

昭和30年 4月 1日 本庄、古江両村の合併により消防団員定数965人となる。 

 5月18日 県庁前の旧松江市警察署庁舎を改築し、消防本部、消防署、城東分団を移

転し、即日業務を開始した。 

 5月30日 消防ポンプ自動車を 1台購入し、消防署に配置した。 

昭和31年 3月16日 中短波消防無線（基地局 1 、移動局）を配置し、運用開始した。 

 4月 7日 第 2 回県消防操法訓練大会（温泉津町）の小型ポンプの部で松江市消防団

（忌部分団）が優勝した。 

 4月28日 第 2 回中国五県消防操法訓練大会（松江市）の消防署自動車ポンプの部で

松江市消防署が優勝した。 

昭和32年 4月26日 第 3 回県消防操法訓練大会（安来市）の小型ポンプの部で松江市消防団（忌

部分団）が優勝した。 

 7月 4日 松江市防火委員会が設立された。 

 9月 3日 松江市と安来市、平田市及び八束郡各町村間で消防相互応援協定を締結し

た。 

 11月18日 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車 1 台の寄贈を受けた。 

 12月 9日 市街地に公設火災報知機43機を新設した。 

昭和33年 4月28日 消防職員の定数59人となる。 

昭和34年 4月 8日 第 5 回県消防操法訓練大会（木次町）の小型ポンプの部で松江市消防団（忌

部分団）が優勝し、第 5 回中国五県消防操法訓練大会（岡山市）において

も優勝した。 

 5月 8日 第 5 回中国五県消防操法訓練大会（岡山市）の消防署自動車ポンプの部で
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松江市消防署が優勝した。 

 7月30日 東朝日町に松江市消防署朝日分署を新設し、水槽付消防ポンプ自動車 1 台

を配置した。 

昭和35年 4月 1日 消防団員定数797人となる。 

 6月27日 作業車を 1 台購入し、消防署に配置した。 

 8月 1日 秋鹿、大野両村と合併した。 

  消防団員定数988人となる。 

昭和37年 6月 8日 消防職員の定数66人となる。（朝日分署要員） 

 9月11日 殿町190番地に新庁舎（旧庁舎）が完成し、消防本部、消防署を移転した。 

 12月 1日 消防本部機構改革により課制を実施した。 

  庶務課、予防課、警防課 

昭和38年 3月22日 消防職員の定数69人となる。（望楼、予防要員） 

 3月30日 望楼（地上34ｍ）が完成した。 

 4月 1日 消防署機構改革により係制を実施した。 

  庶務係、消防第 1 係、消防第 2 係 

 11月 7日 消防ポンプ自動車を 1 台購入し、本署に配置した。 

 12月10日 浜乃木町に松江市消防署浜乃木出張所を新設し、消防ポンプ自動車 1 台を

配置した。 

昭和39年 4月 1日 消防職員の定数75人となる。（浜乃木出張所要員） 

 5月18日 救急業務を開始するため救急自動車 1 台を購入し、本署に配置した。 

 7月 1日 消防職員の定数78人となる。（救急要員） 

昭和40年 4月 1日 地方財政再建促進特別法準用団体の指定を受けるに至ったため、消防本部

の 3 課（庶務課、予防課、警防課）を 2 課（庶務課、消防課）に縮小した。 

 12月22日 水槽付消防ポンプ自動車を 1 台購入し、本署に配置した。 

  消防ポンプ自動車を 1 台購入し、大庭分団へ配置した。 

昭和41年 4月 1日 消防団員の定数939人となる。 

  島根県広域消防相互応援協定を締結した。（県下全市町村間） 

 8月12日 住友生命保険相互会社から救急自動車の寄贈を受けた。 

 11月17日 松江市初の屈折はしご付消防ポンプ自動車 1 台を購入し、本署に配置した。 

昭和42年 4月 1日 消防職員の定数82人（屈折はしご付消防ポンプ自動車要員）、消防団員の定

数793人となる。 

 4月24日 工作車を 1 台購入し、本署に配置した。 

 11月25日 危険物火災に対処するため化学消防自動車を 1 台購入し、本署に配置した。 

昭和43年 4月 1日 松江市、安来市、米子市、境港市の 4 市間で中海臨海都市消防相互応援協

定を締結した。 

 4月14日 第14回県消防操法訓練大会（江津市）の自動車ポンプの部で大庭分団が、

小型ポンプの部で忌部分団（共に松江市消防団）がそれぞれ優勝し、忌部

分団が全国大会に出場した。 

 7月 3日 日本消防協会から広報車の寄贈を受けた。 
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昭和44年 4月 1日 消防団員の定数766人となる。 

 6月25日 松江ロータリークラブ、南ロータリークラブから赤バイ（350㏄）の寄贈を

受けた。 

昭和45年 8月17日 本署に配置の作業車を更新した。 

 12月22日 消防ポンプ自動車を 1 台購入し、本署に配置した。 

昭和46年11月26日 日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車 1 台の寄贈を受け、朝日分

隊車を更新した。 

昭和47年 3月29日 救急自動車を 1 台購入し、本署に配置した。（損保一部負担） 

 4月 1日 松江地区消防組合を設立 

  昭和47年 3 月 3 日、島根県知事の許可を得て、松江市、鹿島町、島根町、

美保関町、東出雲町、八雲村、玉湯町、宍道町及び八束町の 1 市 7 町 1 村

をもって松江地区消防組合を設立し、昭和47年度を準備年度として業務開

始（昭和48年 4 月 1 日）に必要な諸施設、機械装備の整備を図った。 

 9月13日 救急艇を 1 隻購入し、八束町に配置した。 

昭和48年 1月31日 救急自動車を 1 台購入した。（山之内製薬一部負担） 

 2月27日 救急自動車を 1 台購入した。（国県補助事業） 

 2月28日 東出雲町消防団が消防庁長官竿頭綬を受賞した。 

 3月26日 御津、万原、出雲郷、来待各出張所の庁舎が竣工した。 

 3月29日 消防ポンプ自動車2 台、水槽付消防ポンプ自動車2 台を購入した。 

 3月30日 消防本部通信室無線統制台及び無線装置、上本庄町澄水山無線基地局が完

成した。 

 3月31日 救急自動車を 1 台購入した。 

 4月 1日 松江地区消防組合消防本部及び松江消防署を開庁し、消防業務を開始した。

（松江市からの引継職員79人） 

人 員  消防本部 22人 

     消 防 署 116人 

      計   138人 （条例定数147人） 

組 織  消防本部   総 務 課（庶務係、経理係） 

            予 防 課（予防係、危険物係） 

            警 防 課（消防係、機械係） 

     消 防 署   本  署（庶務係、消防第 1 係、 

消防第 2 係） 

            朝日出張所（消防第 1 係、消防第 2 係） 

            浜乃木出張所（消防第 1 係、消防第 2 係） 

            大庭出張所（消防第 1 係、消防第 2 係） 

            御津出張所（消防第 1 係、消防第 2 係） 

            万原出張所（消防第 1 係、消防第 2 係） 

            出雲郷出張所（消防第 1 係、消防第 2 係） 

            来待出張所（消防第 1 係、消防第 2 係） 
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車 両  消防ポンプ自動車 6台 

     水槽付消防ポンプ自動車 4台 

     屈折はしご付消防ポンプ自動車 1台 

     化学車 1台 

     工作車 1台 

     救急車 5台 

     救急艇 1隻 

     指揮車 1台 

     その他の車両 2台 

 6月 1日 松江八束各農業協同組合から救急自動車 1 台の寄贈を受けた。 

 8月26日 第19回県消防操法訓練大会（石見町）の自動車ポンプの部で玉湯町消防団

が優勝した。 

 12月 1日 消防救急指令装置の一部運用開始に伴い警防課の機械係を通信係に改め、

7 名の通信専従員を配置した。 

 12月10日 市街地の公設火災報知機を全機撤去した。 

 12月27日 軽四輪ライトバンを 2 台購入し、査察車として消防本部予防課に配置した。 

昭和49年 1月16日 消防救急指令装置（Ｂ型）が完成した。 

 3月14日 日本損害保険協会から救急自動車 1 台の寄贈を受けた。 

 7月15日 浜乃木分隊車を更新するため、消防ポンプ自動車を購入した。 

 7月24日 タンクローリー車（10,000 ℓ 積み）を改造し、水槽車（7,200 ℓ 積み）とし

て本署に配置した。 

昭和50年 8月24日 第21回県消防操法訓練大会（金城町）の小型ポンプの部で松江市消防団（法

吉分団）が優勝した。 

 9月17日 はしご付消防ポンプ自動車（38ｍ級）を 1 台購入し、本署に配置した。（補

助事業） 

昭和51年 4月 1日 消防職員の定数153人となる。（週休要員等） 

 5月24日 指揮車を 1 台購入し、消防本部警防課に配置した。 

 6月 1日 住友生命相互保険会社から救急自動車 1 台の寄贈を受けた。 

 6月28日 事務連絡車を 1 台購入し、消防本部総務課に配置した。 

 7月25日 第22回県消防操法訓練大会（広瀬町）の自動車ポンプの部で玉湯町消防団

が優勝し、全国大会（東京都）に出場した。 

 8月 1日 中海地区消防相互応援協定を締結した。 

 9月25日 隠岐島の救急業務の共同処理に関する覚書を交換した。 

 9月27日 水槽付消防ポンプ自動車を 1 台購入し、本署 2 分隊車を更新した。（補助事

業） 

昭和52年 1月22日 救助工作車を 1 台購入し、本署に配置した。（補助事業） 

 1月24日 昭和52年度を初年度とする松江地区消防組合総合計画（ 5 ケ年計画）を策

定した。 

 2月 1日 松江市嫁島町に松江消防署南分署庁舎が完成し、業務を開始した。 
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  なお、浜乃木出張所は 1 月31日をもって閉鎖した。 

配置車両  消防ポンプ自動車 1台 

      水槽付消防ポンプ自動車 1台 

      屈折はしご付消防ポンプ自動車 1台 

      救急自動車 3 Ｂ型 1台 

  南分署開設のため、松江消防署の機構を次のように改めた。 

消防署   本 署   御津出張所 

            万原出張所 

      南分署   朝日出張所 

            大庭出張所 

            出雲郷出張所 

            来待出張所 

 4月 1日 消防職員の定数165人となる。（野波出張所、分署、予防要員） 

  島根県下市町村及び消防にかかる一部事務組合の相互応援に関する協定を

締結した。 

 4月 4日 消防本部に配置の乗用車を更新した。 

 4月21日 指揮車を 1 台購入し、南分署に配置した。 

 6月10日 査察車を 1 台購入し、予防課に配置した。 

 6月17日 普通車を 1 台購入し、消防業務車として八束町に配置した。 

 8月17日 激増する予防業務に対処するため、消防本部予防課に建築指導係を新設し

た。 

 8月29日 大庭分隊車を更新するため、消防ポンプ自動車を 1 台購入した。（補助事業） 

  野波出張所に配置するため、消防ポンプ自動車を 1 台購入した。（補助事業） 

 9月30日 本署に配置の水槽車を更新するため、10,000 ℓ 積みの小型ポンプ付水槽車

を購入した。（補助事業） 

 11月 1日 八束郡島根町に松江消防署野波出張所庁舎が完成し、業務を開始した。 

配置車両  消防ポンプ自動車   1台 

  野波出張所開設のため、松江消防署本署の機構を次のように改めた。 

本 署   御津出張所 

      野波出張所 

      万原出張所 

 12月13日 日本損害保険協会から救急自動車 1 台の寄贈を受け、野波出張所に配置し

た。 

昭和53年 3月 1日 都市計画道路用地の分筆等の登記により、当組合事務所所在地の地番が殿

町191番地 9 となる。 

 3月 6日 本署に配置の指揮車を更新した。 

 3月 7日 自治体消防制度30周年記念式典が日本武道館で開催された。 

 4月 1日 消防職員の定数168人となる。（八束出張所、予防要員） 

 9月11日 日本消防協会から救急自動車 1 台の寄贈を受けた。 
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 10月27日 水槽付消防ポンプ自動車を1 台購入し、南分署第 2 分隊車を更新した。（補

助事業） 

昭和54年 1月 1日 消防職員の定数176人となる。（秋鹿出張所要員） 

 3月 5日 東出雲町消防団が消防庁長官表彰旗を受賞した。 

 3月17日 秋鹿出張所に配置のため、消防ポンプ自動車を 1 台購入した。（単独事業） 

 4月 1日 松江市秋鹿町に松江消防署秋鹿出張所庁舎が完成し、業務を開始した。 

配置車両  消防ポンプ自動車   1台 

      救急自動車      1台 

  秋鹿出張所開設のため、松江消防署本署の機構を次のように改めた。 

本 署   秋鹿出張所 

      御津出張所 

      野波出張所 

      万原出張所 

  消防職員の定数186人となる。（宇井出張所、企画広報担当要員） 

  重要事項の総合企画並びに消防統計、消防広報等の充実を図るため消防本

部総務課に企画広報係を新設した。 

 4月25日 事務連絡車を購入し、消防本部総務課に配置した。 

 5月15日 消防本部予防課の査察車を2 台更新した。 

 7月29日 第25回県消防操法訓練大会（邑智町）の自動車ポンプの部、小型ポンプの

部両部門で玉湯町消防団が優勝した。 

 8月 7日 省力化と住民サービスの向上を図るため、火災専用テレガイド装置を設置

した。 

 9月26日 松江地区消防組合総合計画を見直し、昭和55年度を初年度とする昭和60年

ビジョンの松江地区消防組合消防力整備計画を策定した。 

 12月 1日 松江地区消防音楽隊が誕生した。 

楽器 ピッコロ 1 、フルート 1 、クラリネット 3 、サックス 2 、トラン

ペット 3 、ホルン 1 、ユーフォニューム 1 、トロンボーン 2 、ス

ーザフォン 1 、バスドラム 2 、スネアドラム 1 、シンバル 1 

隊員 隊長 1 人、副隊長 1 人、隊員18人、計20人 

昭和55年 1月30日 日本損害保険協会から救急自動車 1 台の寄贈を受けた。 

 3月 1日 八束郡美保関町に松江消防署宇井出張所庁舎が完成し、業務を開始した。 

  宇井出張所開設のため、松江消防署本署の機構を次のように改めた。 

本 署   秋鹿出張所 

      御津出張所 

      野波出張所 

      万原出張所 

      宇井出張所 

 4月 1日 消防職員の定数196人となる。（玉湯・八束出張所要員） 

  組合規約の一部を変更し、分担金の支弁方法を改正した。 
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 7月10日 玉湯出張所に配置のため、水槽付消防ポンプ自動車1 台を購入した。（補助

事業） 

 7月11日 八束出張所に配置のため、消防ポンプ自動車1 台を購入した。（補助事業） 

 7月20日 第26回県消防操法訓練大会（玉湯町）の自動車ポンプの部で宍道町消防団

が、小型ポンプの部で玉湯町消防団がそれぞれ優勝し、宍道町消防団が全

国大会（東京都）に出場した。 

 8月 7日 玉湯出張所に配置のため、はしご付消防ポンプ自動車（30ｍ級）1 台を購

入した。（補助事業） 

 9月 9日 ㈶日本消防協会から資器材搬送車 1 台の寄贈を受けた。 

 11月 1日 八束町に松江消防署八束出張所が完成し、業務を開始した。 

本 署   秋鹿出張所 

      御津出張所 

      野波出張所 

      万原出張所 

      宇井出張所 

      八束出張所 

 12月22日 玉湯町に松江消防署玉湯出張所庁舎が完成し、業務を開始した。 

南分署   朝日出張所 

      大庭出張所 

      出雲郷出張所 

      玉湯出張所 

      来待出張所 

昭和56年 1月31日 人員輸送車（29人乗りマイクロバス）1 台を購入した。 

 2月11日 松江市消防団が竿頭綬を受賞した。 

 4月 1日 消防職員の定数200人となる。（八雲出張所要員） 

 4月12日 松江ライオンズクラブから救急自動車 1台の寄贈を受けた。 

 8月18日 日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車1 台の寄贈を受け、朝日分

隊車を更新した。 

 8月28日 八雲出張所に配置のため、消防ポンプ自動車1 台を購入した。（補助事業） 

  宍道出張所に配置のため、水槽付消防ポンプ自動車1 台を購入した。（補助

事業） 

 9月21日 ㈶日本消防協会から救急自動車 1 台の寄贈を受け、本署救急分隊車を更新

した。 

 10月24日 小型動力ポンプ積載車 6 台を購入し、秋鹿、八束、宇井、玉湯、八雲及び

来待の各出張所に配置した。（単独事業） 

 10月26日 消防本部に配置の乗用車を更新した。 

 10月31日 八雲村に松江消防署八雲出張所が完成し、業務を開始した。 

  これにより、管内の 1 町村それぞれに 1 出張所が設置された。 
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南分署   朝日出張所 

      大庭出張所 

      出雲郷出張所 

      八雲出張所 

      玉湯出張所 

      来待出張所 

 12月 1日 旅館、ホテルを対象とした「適」マーク制度を施行した。 

昭和57年 2月10日 松江市消防団は、㈶日本消防協会から特別表彰「まとい」を受賞した。 

 3月16日 来待出張所を宍道町役場附近の国道沿いに移転新築し、宍道出張所と名称

を改め、業務を開始した。 

南分署   朝日出張所 

      大庭出張所 

      出雲郷出張所 

      八雲出張所 

      玉湯出張所 

      宍道出張所 

 5月27日 消防ポンプ自動車2 台を購入し、本署及び分署に配置した。（単独事業） 

 9月 7日 屈折放水塔車（16ｍ級）1 台を購入し、南分署へ配置した。（補助事業） 

 9月16日 ㈶日本消防協会から救出救助用資器材搬送車の寄贈を受けた。 

 9月～10月 第37回国民体育大会「くにびき国体」・第18回身体障害者スポーツ大会「ふ

れあい大会」の消防警備を実施した。延人数1,120名。 

 10月30日 八束出張所と万原出張所を統合して松江消防署の機構を次のように改め

た。 

本 署   秋鹿出張所 

      御津出張所 

      野波出張所 

      宇井出張所 

      八束出張所 

 12月 2日～12月 5日 

  松江地区危険物保安協会は創立30年を記念し、「わたしとあなたの防災展」

を開催した。 

 12月27日 救急自動車 1 台を購入し、八雲救急分隊車を更新した。（単独事業） 

昭和58年 1月31日 日本損害保険協会から救急自動車 1 台の寄贈を受け、宍道救急分隊車を更

新した。 

 2月10日 玉湯町消防団は、㈶日本消防協会から優良消防団として表彰旗を受賞した。 

 2月19日 ㈶島根県農協共済福祉事業団から救急自動車 1 台の寄贈を受け、出雲郷救

急分隊車を更新した。 

 2月22日 松江市防火委員会創立25周年記念大会を開催した。 

 4月 1日 消防職員の定数204人となる。（予防要員） 
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  当組合初の婦人消防官 2 名を新規採用した。 

  松江地区消防組合消防力整備計画に基づき、消防本部の組織を次のように

改めた。 

消防本部    総 務 課   庶 務 係 

                人事職員係 

                経 理 係 

        予 防 課   予 防 係 

                建築指導係 

                危 険 物 係 

        警 防 課   消 防 係 

                救急救助係 

        通信指令課   通信第 1係 

                通信第 2係 

 5月10日 組合消防発足10周年記念行事を挙行した。 

 7月21日 作業用自動車 1 台を購入し、本署作業車を更新した。 

 9月 1日 映画館、集会場、百貨店等を対象に「適」マーク制度を拡大した。 

 9月 5日 化学消防ポンプ自動車1 台を購入し、本署へ配置した。（補助事業） 

 11月16日 ㈶日本防火協会から松江市防火委員会へ防火広報車の寄贈を受けた。 

 11月22日 自治体消防35周年記念大会が日本武道館において開催された。 

 12月26日 本部指揮車を更新した。 

昭和59年 2月10日 宍道町消防団は、㈶日本消防協会から優良消防団として表彰旗を受賞した。 

 3月29日 水槽付消防ポンプ自動車1 台を購入し、出雲郷消防分隊車を更新した。（補

助事業） 

 7月22日 第28回県消防操法訓練大会（安来市）の自動車ポンプの部で鹿島町消防団

が優勝し、全国大会（横浜市）においても10位に入賞した。 

 8月24日 ㈶日本消防協会から救急自動車 1 台の寄贈を受け、御津救急分隊車を更新

した。 

 10月12日 御津分隊消防ポンプ自動車1 台を購入した。（補助事業） 

 11月30日 スノーモービル 1 台を購入し、本部へ配置した。 

昭和60年 3月13日 御津出張所を鹿島町役場附近に移転新築し、松江消防署鹿島出張所と名称

を改め、業務を開始した。 

本 署   秋鹿出張所 

      鹿島出張所 

      野波出張所 

      宇井出張所 

      八束出張所 

 5月 1日 浜田市、平田市、大社町及び消防にかかる一部事務組合の救急業務に関す

る相互応援協定を締結した。 

 8月 8日 ㈶日本消防協会から救急自動車 1 台の寄贈を受け、玉湯救急分隊車を更新
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した。 

 9月22日 第29回県消防操法訓練大会（江津市）の小型ポンプの部で東出雲町消防団

が優勝した。 

昭和61年 2月25日 出雲郷出張所を東出雲町役場横に移転新築し、松江消防署東出雲出張所と

名称を改め、業務を開始した。 

南分署   朝日出張所 

      大庭出張所 

      東出雲出張所 

      八雲出張所 

      玉湯出張所 

      宍道出張所 

 4月 1日 東出雲出張所を移転新築し、名称を変更したことに伴い、野波、宇井の各

出張所もそれぞれ松江消防署島根、美保関出張所と改めた。 

 

本 署   秋鹿出張所 

      鹿島出張所 

      島根出張所 

      美保関出張所 

      八束出張所 

 8月 1日 ㈶日本消防協会から電源照明車の寄贈を受け、本署に配置した。 

 12月 9日 消防ポンプ自動車1 台を購入し、島根消防分隊車を更新した。（単独事業） 

 12月26日 日本自動車工業会から救急自動車型 1 台の寄贈を受け、島根救急分隊車を

更新した。 

昭和62年 2月10日 玉湯町消防団は、㈶日本消防協会から特別表彰「まとい」を受賞した。 

 10月20日 松江市防火委員会創立30周年記念大会を開催した。 

 10月30日 業務車を購入し、警防課に配置した。 

 11月19日 査察車、事務連絡車各 1 台を更新した。 

 11月28日 松江地区消防音楽隊第 1 回演奏会「消防ふれあいコンサート’87」を開催し

た。 

 12月10日 島根県防災行政無線が当消防本部に設置された。 

昭和63年 3月 9日 自治体消防制度40周年記念式典が日本武道館で開催された。 

 5月31日 消防本部に配置の乗用車を更新した。（単独事業） 

 8月21日 県消防操法訓練大会で、東出雲町消防団は小型ポンプの部において優勝し

た。 

 9月28日 南分署の指揮車を更新した。（単独事業） 

 10月26日 第4回全国婦人消防操法大会（横浜市）に、畑婦人消防隊（東出雲町）が出

場した。 

 11月30日 移動無線ファクシミリ装置を本部、本署及び南分署の指揮車 3 台に搭載し、

基地局を通信指令課に配置した。 
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 12月23日 救助工作車を更新した。（補助事業） 

平成元年 3月20日 西川津町1570番地 1 に新庁舎が完成し、消防本部・消防署を移転、業務を

開始した。これに伴い至近距離となった朝日出張所を統合した。また、庁

舎の建設に合わせ消防緊急情報システムを導入し、運用を開始した。 

 3月29日 消防ポンプ自動車の贈呈式を挙行した。㈳日本損害保険協会から水槽付消

防ポンプ自動車1 台の寄贈を受け、本署に配置した。 

 4月 1日 行政改革の施策により、松江地区消防組合、松江地区環境衛生組合及び松

江八束保健防疫組合を解散し、新たに松江地区広域行政組合を設立し、業

務を開始した。 

 6月15日 通信指令課の業務車を更新した。（単独事業） 

 8月16日 島根県防災行政無線用ファクシミリ装置が当消防本部に設置された。 

 8月19日～ 8月20日 

  松江地区少年婦人防火委員会・日本防火協会・松江地区危険物保安協会・

松江湖城ライオンズクラブの共催により「親子でたのしむ消防体験大会」

を開催した。 

 9月 2日 松江地区消防音楽隊創立10周年記念演奏会を開催した。 

 11月 9日 全国火災予防運動実施時期・期間が変更され、平成元年秋から実施された。 

   春の全国火災予防運動  3月 1日～ 3月 7日 

   秋の全国火災予防運動 11月 9日～11月15日 

平成 2年 2月21日 救急自動車 1 台を購入し、秋鹿救急分隊車を更新した。（補助事業） 

 3月 3日 山陰ケーブルビジョン㈱から防火広報車の寄贈を受け、予防課に配置した。 

 3月12日 消防ポンプ自動車1 台を購入し、大庭消防分隊車を更新した。（補助事業） 

 4月 1日 消防職員の定数206人となる。（週休要員） 

  松江消防署の組織を一部改正し、本署及び分署に課制を採用した。 

 7月29日 第34回県消防操法訓練大会（東出雲町）の小型ポンプの部で東出雲町消防

団が優勝した。 

 8月19日 松江地区少年婦人防火委員会・松江地区危険物保安協会・松江湖城ライオ

ンズクラブの共催により「親子でたのしむ消防体験大会’90」を開催し、来

場者は約4,500人を数えた。 

 8月19日～ 8月23日 

  島根県と韓国慶尚北道の姉妹提携並びに国際防災10年の初年に当たり、県

下消防関係者が韓国各地を訪問した。 

 10月24日 第4回全国婦人消防操法大会（横浜市）に森脇婦人消防隊（松江市）が出場

し、敢闘賞を受賞した。 

 10月27日 島根県共済農業協同組合連合会から救急自動車の寄贈を受け、南分署救急

分隊車を更新した。 

 11月26日～12月 1日 

  姉妹都市の宝塚市消防本部に職員 2 名を派遣し、警防・救急業務両面にわ

たって交流をはかった。 
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 11月30日 消防ポンプ自動車を購入し、秋鹿消防分隊車を更新した。（補助事業） 

 12月12日 救急自動車を購入し、美保関救急分隊車を更新した。（単独事業） 

平成 3年 1月27日 消防団の活性化対策事業として松江市消防団分団対抗綱引大会を開催し

た。（優勝／朝酌分団） 

 4月 1日 消防職員の定数208人となる。 

 5月15日 事務連絡・査察車各 1 台を更新した。 

 8月17日～ 8月18日 

  松江地区少年婦人防火委員会・松江地区危険物保安協会・松江湖城ライオ

ンズクラブの共催により「親子でたのしむ消防体験大会’91」を開催し、市

民と交流を図った。 

 8月25日 第35回県消防操法訓練大会で、宍道町消防団はポンプ車の部において準優

勝し、島根町消防団は小型ポンプの部において 3 位に入賞した。 

 8月26日～平成 4年 3月14日 

  救急救命士を養成するため、救急救命中央研修所に職員 1 名を派遣した。 

 10月13日 松江市消防団は第 5 次特別検閲を受検し、成績優秀として表彰旗を受賞し

た。 

 11月13日 消防ポンプ自動車を購入し、美保関消防分隊車を更新した。（補助事業） 

平成 4年 2月25日 ㈳日本自動車工業会から救急自動車 1 台の寄贈を受け、八束救急分隊車を

更新した。 

 3月19日 救急高度化推進事業の施策により高規格救急車を購入し、本署救急分隊車

を更新した。これに合わせ救急普及啓発広報車・救命処置訓練用資器材を

購入整備した。（補助事業） 

 5月15日 松江消防に初の救急救命士が誕生した。 

 8月28日 第21回中国地区消防救助技術指導会で優勝した障害突破チームは、千葉市

において行われた第21回全国消防救助技術大会に出場した。 

 8月30日 第36回県消防操法訓練大会で玉湯町消防団はポンプ車の部において優勝

し、松江市消防団竹矢分団は小型ポンプの部において 3 位に入賞した。 

 11月15日 島根県消防団対抗綱引大会で松江市消防団朝酌分団が準優勝した。 

平成 5年 2月26日 はしご付消防自動車（38ｍ級）を購入し、北 4 分隊車を更新した。（補助事

業） 

 3月25日 救急自動車を購入し、宍道救急分隊車を更新した。（単独事業） 

 3月29日 救急高度化推進事業の施策により高規格救急車を購入し、南救急分隊車を

更新した。（単独事業）これに合わせ救急処置用資器材を購入整備した。（補

助事業） 

 4月 1日 消防職員の定数212人となる。 

  消防本部の組織を一部改正し、課長補佐制を採用して機構の充実を行った。 

  消防署の組織を一部改正し、出張所に副所長制を採用して構成町村との連

携強化を図った。 

 7月 1日 松江地区危険物保安協会設立40周年記念式典を開催した。 
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  松江地区危険物保安協会から査察車の寄贈を受け、予防課に配置した。 

 8月 1日 第37回県消防操法訓練大会で玉湯町消防団はポンプ車の部において優勝

し、宍道町消防団は準優勝した。 

 10月 1日 松江市消防団に初の女性消防団員が 2名入団した。 

平成 6年 3月17日 救急自動車を購入し、八雲救急分隊車を更新した。（単独事業） 

 3月25日 消防ポンプ自動車を購入し、八束消防分隊車を更新した。（補助事業） 

  水槽付消防ポンプ自動車2 台を購入し、南分署 2 分隊車と玉湯消防分隊車

を更新した。（補助事業） 

 3月31日 資機材搬送車を購入し、庶務課に配置した。（単独事業） 

 4月 1日 消防職員の定数216人となる。 

 7月21日 ㈶日本防火協会から広報車の寄贈を受け、予防課に配置した。 

 8月 7日 第38回県消防操法訓練大会で玉湯町消防団はポンプ車の部で優勝した。 

 8月18日 ㈶日本消防協会から救急自動車の寄贈を受け、救急予備車を更新した。 

 8月25日 第23回中国地区消防救助技術指導会で優勝した障害突破チームは、京都市

において行われた第23回全国消防救助技術大会に出場した。 

 8月29日 松江市黒田町、松浦嘉昭氏から業務車の寄贈を受け、庶務課に配置し

た。 

 10月25日 人員輸送車を更新した。（単独事業） 

平成 7年 1月17日～ 1月22日 

  阪神・淡路大震災で被災した神戸市に隊数6隊、人員28名、車両 6 台（延べ）

の応援隊を派遣した。 

 2月22日 消防ポンプ自動車を購入し、八雲消防分隊車を更新した。（補助事業） 

 3月24日 救急自動車 2 台を購入し、鹿島救急分隊車と東出雲救急分隊車を更新した。

（単独事業） 

 4月 1日 消防職員の定数220人となる。 

 6月30日 国内における大規模災害に対応すべく、救助部隊・救急部隊・消火部隊・

後方支援部隊及び指揮支援部隊からなる緊急消防援助隊が編成され、当消

防本部からも発足式に参加した。 

 11月28日～11月29日 

  東京で実施された緊急消防援助隊発足後初の合同訓練に救急部隊として本

署救急隊（隊員 3 名）が参加した。 

 12月 1日 高齢者対策の一環として、消防本部内に緊急通報センターを設置し、高齢

者等緊急通報システムの運用を開始した。 

平成 8年 3月22日 消防ポンプ自動車2 台を購入した。また、緊急消防援助隊参加のための特

別救助隊創設をふまえて救助工作車Ⅲ型、支援車を購入した。 

 3月27日 安田生命保険相互会社から高規格救急車 1 台の寄贈を受け、本署に配備し

た。 

 3月28日 生活協同組合全日本消防人共済会から指揮車の寄贈を受け、南指揮車を更

新した。 
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 4月 1日 「視聴覚ライブラリー事業」の一部事務複合化、「ふるさと市町村圏」の選

定及び「ふるさと市町村圏基金」設立をうけ、これらの事務を行うため、

新たに組合構成市町村へ安来市、能義郡（ 2 町）、仁多郡（ 2 町）及び大原

郡（ 3 町）が加わり、新たな松江地区広域行政組合として業務を開始した。

消防本部の組織を一部改正し、庶務課に人事職員係を新設、予防課危険物

係を危険物保安係に改称、通信指令課を通信指令 1 課・通信指令 2 課の 2

課制とし、機構の充実を行った。 

 10月 1日～10月 2日 

  島根県及び島根県消防長会の主催により、日赤中四国各県支部、東出雲町、

松江市・東出雲町の両消防団、島根県防災航空隊、広島消防局の参加を得、

東出雲町錦浜において初の島根県内緊急消防援助隊合同訓練が実施され

た。 

 12月 3日 大規模災害発生時の被害状況の早期把握と迅速な災害対応を図るため、松

江市において全国の自治体で22番目となる通信衛生「スーパーバード」に

よる映像伝送システムの運用を開始し、市内の約80％の監視が可能となっ

た。 

平成 9年 1月16日～ 1月17日 

  広島市において実施された中国ブロック緊急消防援助隊合同訓練に指揮

隊、救助隊、後方支援隊として13名が参加した。 

 1月30日 水槽付消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ付水槽車を購入し、宍道分隊車

及び本署配備の水槽車を更新した。（補助事業） 

 4月 1日 島根県知事の権限移譲により、火薬類取締法、高圧ガス保安法及び液化石

油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律に基づく知事権限の一

部が市町村長に委任され、消防本部で事務を行うこととなった。 

 7月 1日 橋南地区の防災拠点として矢田町大字大谷524番地 3 に新庁舎が完成し、南

分署及び大庭出張所を統廃合し松江南消防署として業務を開始した。これ

に伴い、消防本部を消防局に改組、本署を松江北消防署として南北 2 署体

制を整えた。また、庶務課を消防総務課に改称、主幹・主査制を採用し機

構の充実を行った。 

消 防 局    消防総務課   庶 務 係 

                   人事職員係 

                   経 理 係 

          予  防  課   予 防 係 

                   建築指導係 

                   危険物保安係 

          警  防  課   消 防 係 

                   救急救助係 

          通信指令1課   通信指令1係 

          通信指令2課   通信指令2係 
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松江北消防署    秋鹿出張所 

          鹿島出張所 

          島根出張所 

          美保関出張所 

          八束出張所 

松江南消防署    東出雲出張所 

          八雲出張所 

          玉湯出張所 

          宍道出張所 

平成10年 1月16日 島根県共済農業協同組合連合会から救急自動車の寄贈を受け、島根出張所

に配備した。 

  併せて、拡大 9 項目対応の救急資器材 2 式を島根及び南救急 2 号車に整備

したことにより、当消防局の救急高度化整備事業は完了した。 

 3月 7日 日本武道館で開催された自治体消防発足50周年記念式典に参加及び全国消

防職員綱引き大会に中国地区代表として出場し敢闘賞を受賞した。 

 7月21日 携帯電話からの119番通報を県内 4 ブロックに分割し、代表消防本部として

119番通報を受信するシステムの運用を開始した。 

平成11年 1月25日 消防ポンプ自動車2 台を購入し、島根消防分隊車及び鹿島消防分隊車を更

新した。（補助事業） 

 7月 1日 機構改革により名称を「松江地区広域行政組合消防局」から「松江地区広

域行政組合消防本部」へ改めた。 

 10月31日 地震・風水害・その他の災害により発生した火災・水難救助事故に対し消

防業務を円滑に実施するために、宍道湖漁業協同組合と業務協定を締結し

た。 

平成12年 2月18日 ㈶日本消防協会から防災広報車の寄贈を受け、予防課に配置した。 

平成13年 2月13日 山陰道（自動車専用道路）が平成13年 3 月24日開通することに伴い、松江

玉造インターチェンジから宍道インターチェンジ間の消防業務を円滑に実

施するために、日本道路公団中国支社長と覚書を交わした。 

 3月12日 水槽付消防ポンプ自動車1 台を㈳日本損害保険協会から寄贈を受け、東出

雲消防分隊車を更新した。 

  原子力防災対策の強化を図るため、資機材搬送車が島根県から寄託され、

松江北消防署に配備した。 

 3月23日 山陰道（自動車専用道路）が平成13年 3 月24日開通することに伴い、安来

から東出雲間の消防業務を円滑に実施するために、安来市能義郡消防組合

と消防相互応援協定を締結した。 

 4月 1日 機構改革により、消防本部「通信指令 1 課、通信指令 2 課」を「通信指令

課」に改めた。 

 5月 7日 警防課指令車を松江ライオンズクラブから寄贈を受け更新した。 
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 7月16日～12月20日 

  消防署所再編問題について調査検討する第三者機関として「松江地区広域

行政組合消防力整備検討委員会」を設置した。8 回の委員会を開催し、「消

防力整備のあり方に関する報告書」が取りまとめられた。 

平成14年 3月28日 近年輻輳する災害需要に応えるため、消防緊急通信指令システムを更新、

整備するとともに、消防無線中継局間の多重無線の周波数変更を実施した。 

 7月 8日 「消防力整備実施計画」「署所再編 5 か年計画」を策定した。 

平成15年 2月25日 救急自動車 2 台を購入し、美保関救急分隊車を更新した。 

 3月10日 中国横断自動車道松江線の松江自動車道開通に伴い、消防・救急業務を円

滑に行うため、木次町外 9 町村消防組合と協定を締結した。 

 3月17日 高規格救急自動車 1 台を購入し、南救急 1 号車を更新した。 

 8月20日 署所再編計画に基づき、宍道インターチェンジ附近に松江南消防署宍道分

署が完成、併せて高規格救急車を配備し業務を開始した。なお、宍道出張

所は閉鎖した。 

配備車両  消防ポンプ自動車     1台 

水槽付消防ポンプ自動車  1台 

高規格救急自動車     1台 

救急自動車        1台 

松江南消防署   宍 道 分 署 

         東出雲出張所 

         八雲出張所 

         玉湯出張所 

 11月20日 自治体消防55周年記念式典が東京ドームで開催された。 

 12月12日 水槽付消防ポンプ自動車1 台を購入し、北 2 分隊車を更新した。 

  ㈶日本消防協会より松江市に緊急消防自動二輪車(赤バイ）が 3 台支給さ

れ、松江北消防署に配備した。 

平成16年 1月21日 救急自動車 1 台を購入し、秋鹿救急分隊車を更新した。 

 1月30日 原子力防災対策の強化を図るため指揮車が島根県から寄託され、松江北消

防署に配備した。       

 3月19日 はしご付消防ポンプ自動車（30ｍ級） 1 台を購入し、松江南消防署に配備

した。 

 11月6日 松江地区消防音楽隊発足25周年記念演奏会を開催した。 

 11月26日 救急自動車 1 台を購入し、八束救急分隊車を更新した。 

 12月20日 救助工作車Ⅱ型 1 台を購入し、北救助工作車を更新した。 

平成17年 1月14日 高規格救急自動車 1 台を購入し、北救急 1 号車を更新した。 

 2月24日 ＡＥＤ11台を配備し運用開始した。 

 3月30日 松江地区広域行政組合を解散した。 

 3月31日 松江市、鹿島町、島根町、美保関町、八雲村、玉湯町、宍道町、八束町の

合併により新松江市が誕生し、松江市消防本部が発足した。 
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  消防職員の定数が240人となる。 

  消防団の体制は、 8 つの消防団による連合消防団方式を採用。消防団員の

定数が2,083人となる。 

 12月21日 高規格救急自動車 2 台を購入し、北救急 1 号車、南救急 1 号車をそれぞれ

更新した。 

平成18年 3月28日 新市消防団に対する災害情報伝達のスピードアップを図るため「松江市消

防団災害出動検索システム」を導入し、 4 月 1 日から運用を開始した。 

 3月31日 「消防力整備実施計画」に基づき、「署所再編実施後期計画」を策定した。 

 8月 5日 資器材搬送車 1 台を購入し、松江北消防署に配備した。 

平成19年 1月 1日 指揮命令系統の一元化を図るため、 8 つの消防団の連合体を 1 つにし、新

松江市消防団が発足した。 

 1月31日 高規格救急自動車 2 台を購入し、鹿島救急分隊車、八雲救急分隊車をそれ

ぞれ更新した。 

  消防ポンプ自動車1 台を購入し、秋鹿消防分隊車を更新した。 

 4月 1日 国の指定により、「高度救助隊」を設置した。 

 5月 1日 化学消防ポンプ自動車1 台を購入し、松江市南消防署に配備した。 

 11月 1日 松江市消防団協力事業所表示制度を導入した。 

平成20年 1月30日 高規格救急自動車 1 台を購入し、玉湯救急分隊車を更新した。 

 3月 1日 消防ポンプ自動車1 台を購入し、玉湯消防分隊車を更新した。 

 12月24日 高規格救急自動車 1 台を購入し、東出雲救急分隊車を更新した。 

平成21年 1月 6日 松江市消防出初式において、松江市消防団に21名の本部付女性班「カメリ

ア隊」が発足した。 

 3月11日 「携帯電話・ＩＰ電話発信位置情報通信システム」を導入し、 3 月11日か

ら運用を開始した。 

 3月24日 消防ポンプ自動車1 台を購入し、美保関消防分隊車を更新した。 

 4月 1日 署所再編計画に基づき、松江市立病院隣接地に松江市南消防署湖南出張所

が完成、高規格救急車を配備し運用を開始した。なお、玉湯出張所は閉鎖

した。 

配備車両  消防ポンプ自動車     1台 

高規格救急自動車     1台 

松江市南消防署   宍 道 分 署 

          湖南出張所 

          八雲出張所 

          東出雲出張所 

 11月27日 資機材搬送車 1 台を購入し、松江市南消防署に配備した。 

 12月18日 化学消防ポンプ自動車1 台を購入し、松江市北消防署に配備した。 

平成22年 1月30日 松江市消防音楽隊発足30周年記念演奏会を開催した。 

  4月 1日  松江市が国際消防救助隊編成協力市町村の登録を受け、隊員 6 名を登録し

た。 
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平成23年 1月12日 総務省消防庁より、緊急消防援助隊の活動、または消防活動を支援するた

めの車両として、支援車が配備された。 

 3月 8日 全国共済農業協同組合連合会島根県本部、並びに、くにびき農業協同組合

により、高規格救急車 1 台の寄贈を受けた。 

 3月12日～3月20日 

 東北地方太平洋沖地震発生に伴い、緊急消防援助隊島根県隊として 1 次

隊、 2次隊で 8隊延べ34名を宮城県仙台市へ派遣した。 

 8月 1日 松江市と東出雲町が合併し、松江市消防団10方面団の体制となり、定数が

2,255人となる。 

 10月19日 松江市消防団女性班が、横浜市で開催された全国女性消防操法大会に出場

し、優良賞（10位）を受賞した。 

平成24年 1月 5日 高度救助隊の愛称募集を行い、選考の結果「ＳＵＰＥＲ ＲＥＳＣＵＥ  

ＭＡＴＳＵＥ」（スーパーレスキュー松江）に決定した。 

 1月25日 高規格救急自動車1台を購入し、美保関救急分隊車を更新した。 

 3月 1日 松江赤十字病院との共同事業により、ドクターカー運用（救急車への医師

同乗）を試行的に開始した。 

 3月26日 救助工作車Ⅲ型1台を購入し、南救助工作車を更新した。 

 5月29日 総務省消防庁から緊急消防援助隊無償使用車両として指揮隊車を受領した。 

平成25年 2月28日 松江赤十字病院とのドクターカー試行的運用を終了した。 

  消防ポンプ自動車1台を購入し、南1分隊車を更新した。 

 3月 4日 財団法人日本消防協会から、松江市消防団に防災広報車の交付を受けた。 

 3月 8日 総務省消防庁から緊急消防援助隊無償使用車両として重機及び搬送車を受

領し、特殊装備部隊として登録した。これにより緊急消防援助隊の登録隊

数は13隊、登録人員51名となった。 

 3月15日 消防救急デジタル無線の共通波を整備した。 

 3月29日 迅速な初動体制の確立、現場到着までの時間短縮及び大規模災害への対応

強化を図るため、高機能消防指令センターを整備した。 

 3月31日 署所再編計画に基づき、松江市北消防署東部分署が完成したため、美保関

出張所及び八束出張所を閉鎖した。 

 4月 1日 署所再編計画に基づき、松江市美保関町下宇部尾に松江市北消防署東部分

署が完成し、高規格救急車を配備し運用を開始した。 

   配備車両  消防ポンプ自動車      1台 

         水槽付消防ポンプ自動車   1台 

高規格救急自動車      2台 

松江市北消防署   東 部 分 署 

          秋鹿出張所 

          鹿島出張所 

  消防本部警防課に内室として「救急室」を新設した。 

平成26年 2月28日 消防ポンプ自動車1台を購入し、北1警防隊車を更新した。 
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     3月 7日 水槽付消防ポンプ自動車1台を購入し、宍道 2警防隊車を更新した。 

     3月31日 松江市北消防署島根出張所を閉鎖した。 

     4月 1日 消防本部通信指令課を 3係制とした。 

 8月 2日～8月3日 

  松江市において、第66回島根県消防大会、第58回島根県消防操法大会が開

催された。 

 8月22日～8月30日 

 豪雨による広島市土砂災害発生に伴い、緊急消防援助隊島根県大隊として

1次隊から 4次隊まで 10隊延べ 44名を広島県広島市へ派遣した。 

 10月29日 日本消防協会から松江市消防団に、消防団を中核とした地域防災力の充実

強化を図ることを目的に開発された消防団防災学習・災害活動車両が交付

され、消防総務課に配備した。 

 12月 5日 高規格救急自動車 1台を購入し、秋鹿救急隊車を更新した。 

 12月19日 消防職員の定数が260人となる。 

平成27年 2月26日 消防ポンプ自動車1台を購入し、東部 1警防隊車を更新した。 

 4月 1日 松江市消防団本部付女性班（カメリア隊）を松江市消防団本部付女性分団

（カメリア隊）へ移行し、団本部の体制を改めた。 

 8月 9日 第59回島根県消防操法大会ポンプ車の部で松江市消防団玉湯方面団が優

勝し、第25回全国消防操法大会への出場権を得た。 

平成28年 2月 8日 はしご付消防自動車（30ｍ級） 1 台を購入し、北はしご車を更新した。 

     3月30日 原子力防災対策の強化を図るため査察車2台が島根県から寄託され、松江市

北消防署及び松江市南消防署に配備した。 

     3月31日 原子力防災対策の強化を図るため特殊災害対策車が島根県から寄託され、

松江市南消防署に配備した。 

  署所再編計画に基づき、松江市南消防署南部分署が完成したため、東出雲

出張所及び八雲出張所は閉鎖した。 

 4月 1日 松江市八雲町東岩坂に松江市南消防署南部分署が完成し、高規格救急車を

配備し運用を開始した。 

   配備車両  消防ポンプ自動車      1台 

         水槽付消防ポンプ自動車   1台 

高規格救急自動車      2台 

松江市南消防署   南 部 分 署 

          宍 道 分 署 

          湖南出張所 

  消防本部警防課に「特殊災害対策係」を新設した。 

 4月16日～4月22日   

熊本地方を震源とする地震（4月14日（前震）、16日（本震））の発生に伴い、

緊急消防援助隊島根県統合機動部隊として、1次隊から3次隊まで3隊延べ42

名を熊本県熊本市及び南阿蘇村に派遣した。 
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 10月14日 長野県長野市で開催された第25回全国消防操法大会に島根県代表として出

場した松江市消防団玉湯方面団が、ポンプ車の部で優勝した。（ポンプ車の

部において島根県勢初優勝） 

 11月 8日 高規格救急自動車 1台を購入し、北救急 1 号車を更新した。 

平成29年 2月 6日 高規格救急自動車 1台を購入し、南救急 1 号車を更新した。 

  4月 1日 北消防署に「予防管理課」を新設した。 

 10月20日～10月21日 

  中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練を松江市と安来市で開催した。 

 11月24日 高規格救急自動車1台を購入し、鹿島救急1号車を更新した。 

 12月15日 日本消防協会から松江市消防団に、日本消防協会消防団員福祉共済制度等

の福祉増進、振興及び還元事業の一環として、防災活動車が交付され、消

防総務課に配備した。 

平成30年 3月20日  水槽付ポンプ車1台を購入し、南部2警防隊車を更新した。 

     4月 1日  外国人からの119番対応及び現場対応に備えて、多言語電話通訳サービスの

運用を開始した。 

     7月 7日～7月15日 

          西日本を中心に発生した平成30年7月豪雨による土砂災害発生に伴い、緊急

消防援助隊島根県大隊として、1次隊から4次隊まで延べ63名を呉市へ派遣

した。 

10月22日  原子力災害対策の強化を図るため、放射線防護対策として、消防本部庁舎

の隣接地に陽圧浄化ユニット、除染施設、原子力災害対策資機材保管庫及

び車庫を備えた陽圧装置棟を増築し、非常用発電機（455kVA：72時間）及

びオイルタンク設置のための発電機棟を新築した。 

平成31年 1月26日  高規格救急自動車1台を購入し、湖南救急車を更新した。 

         3月10日  高規格救急自動車1台を購入し、東部救急2号車を更新した。 

令和元年 7月27日    松江市消防団が島根県消防表彰「表彰旗」を受賞した。 

11月13日 松江市消防団本部付女性分団（カメリア隊）が、横浜市で開催された全国 

女性消防操法大会に出場した。 

12月12日   高規格救急自動車2台を購入し、北救急2号車及び南部救急2号車を更新し

た。 

令和2年 2月 1日    松江市消防音楽隊発足40周年記念演奏会を開催した。 

     4月 1日  消防本部消防総務課に内室として「消防団室」を新設した。 

          北消防署の「予防管理課」を「予防査察課」に名称変更した。 

令和2年 11月19日  高規格救急自動車1台を購入し、南救急2号車を更新した。 

令和3年 3月 5日    松江市消防団が（財）日本消防協会から優良消防団として竿頭綬を受賞し

た。 

令和3年  3月26日  水槽付ポンプ車1台を購入し、北部2警防隊車として運用を開始した。 

令和3年  9月30日  署所再編計画に基づき、松江市北消防署北部分署が完成したため、鹿島出

張所及び秋鹿出張所を閉鎖した。 
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          高規格救急自動車1台を購入し、南部救急1号車を更新した。 

令和3年 10月 1日    松江市西長江町に松江市北消防署北部分署が完成し、高規格救急車を配備

し運用を開始した。 

   配備車両  消防ポンプ自動車      1台 

         水槽付消防ポンプ自動車   1台 

高規格救急自動車      2台 

松江市北消防署   北 部 分 署 

          東 部 分 署 

    署所再編計画に基づき、宍道分署の名称を西部分署に改めた。 

          これをもって、平成14年に策定した消防力強化実施計画に基づく、署所再

編計画はすべて完了した。 

令和4年 3月23日  水槽付ポンプ車1台を購入し、南2警防隊車を更新した。 

令和4年  4月 1日  消防本部警防課の警防救助係と特殊災害対策係を統合し、災害対策係に名

称を変更した。 

          北消防署、南消防署の消防一課と消防二課を消防課に改め、消防課に統括

司令及び副統括を配置した。 

          消防職員の定数が270人となる。 

          「消防力整備実施計画」「消防団充実強化計画」を策定した。 

令和5年  4月 1日    松江市消防団員の定数を1,970人とした。 

令和5年 9月29日  総務省消防庁から緊急消防援助隊無償使用車両として小型救助車を受領

し、特殊装備小隊として登録した。 

令和5年 10月27日  高規格救急自動車1台を購入し、西部救急1号車を更新した。 

令和6年  4月 1日    はしご付消防自動車（25ｍ級）1台を購入し、南はしご車を更新した。 

令和7年 1月 8日  高規格救急自動車1台を購入し、北救急1号車を更新した。 

令和7年  3月10日  水槽付ポンプ車1台を購入し、東部2警防隊車を更新した。 

令和7年  4月 1日 高機能消防指令センターを更新整備し、運用を開始した。 

  北消防署の「予防査察課」を廃止し、消防本部予防課に内室として「査察

室」を新設した。 



歴代消防管理者

氏　　　　名

初代 小　　林　　誠　　一 昭和 22年 4月 9日 6 代 松 江 市 長

2 代 熊　　野　　　　　英 昭和 26年 8月 2日 7 代 松 江 市 長

3 代 斉　　藤　　　　　強 昭和38年3月24日 8 代 松 江 市 長

初代 斉　　藤　　　　　強 昭和 48年 4月 1日 8 代 松 江 市 長

2 代 中　　村　　芳 二 郎 昭和52年10月24日 9 代 松 江 市 長

初代 中　　村　　芳 二 郎 平成元年 4月 1日 9 代 松 江 市 長

2 代 石　　倉　　孝　　昭 平成元年10月23日 10 代 松 江 市 長

3 代 宮　　岡　　寿　　雄 平成5年10月23日 11 代 松 江 市 長

4 代 松　　浦　　正　　敬 平成12年6月19日 12 代 松 江 市 長

初代 松　　浦　　正　　敬 平成17年4月24日 初 代 松 江 市 長

2 代 上　　定　　昭　　仁 令和 3年 4月 26日 2 代 松 江 市 長
松 江 市

松 江 市

松 江 地 区
消 防 組 合

松 江 地 区
広 域
行 政 組 合

備　　　考就任年月日区　　　　　分
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歴 代 消 防 長
氏　　　　名

初代 野　　津　　乙 三 郎 昭和 24年 4月 1日

2 代 高　　尾　　幸　　吉 昭和 24年 8月 1日

3 代 酒　　井　　松　　義 昭和26年9月18日

4 代 熊　　谷　　寿　　郎 昭和27年8月11日

5 代 曽　　田　　　　　堯 昭和 33年 6月 1日

6 代 中　　川　　幾　　作 昭和 37年 6月 1日

初代 中　　川　　幾　　作 昭和 48年 4月 1日

2 代 後　　藤　　照　　夫 昭和 51年 4月 1日

3 代 雪　　吹　　　　　誠 昭和 53年 4月 1日

4 代 山　　根　　尚　　典 昭和 59年 6月 1日

5 代 成　　瀬　　清　　美 昭和61年11月1日

6 代 安　　部　　博　　之 昭和 63年 4月 1日

初代 近　　藤　　明　　男 平成元年 4月 1日

2 代 伊　　藤　　孔　　識 平 成 4 年 4 月 1 日

初代 伊　　藤　　孔　　識 平 成 9 年 7 月 1 日

2 代 松　　尾　　邦　　明 平成 10年 4月 1日

初代 松　　尾　　邦　　明 平成 11年 7月 1日

2 代 板　　垣　　信　　治 平成 14年 4月 1日

3 代 柳　　原　　知　　朗 平成 16年 4月 1日

初代 柳　　原　　知　　朗 平成17年3月31日

2 代 宅　　和　　勝　　美 平成 21年 6月 1日

3 代 林　　　　　繁　　幸 平成 22年 4月 1日

4 代 石　　飛　　秀　　人 平成 23年 4月 1日

5 代 坂　　本　　茂　　利 平成 26年 4月 1日

6 代 舟　　木　　　　　宏 平成 27年 4月 1日

7 代 渡　　部　　正　　夫 平成 28年 4月 1日

8 代 菅　　井　　公　　治 平成 29年 4月 1日

9 代 金　　村　　保　　正 平成 31年 4月 1日

10代 堀　　江　　　　　剛 令 和 2 年 4 月 1 日

11代 田　　村　　達　　朗 令 和 4 年 4 月 1 日

12代 井 ノ 下　　秀　　彦 令 和 6 年 4 月 1 日

松 江 市
消 防 本 部

区　　　　　分 就任年月日

松 江 地 区
消 防 組 合
消 防 本 部

松 江 地 区
広域行政組合
消 防 本 部

松 江 地 区
広域行政組合
消 防 局

松 江 地 区
広域行政組合
消 防 本 部

備　　　考

松 江 市
消 防 本 部
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総 務 
 

  組  織 

  事務分掌 

  予  算 

  職    員 

  消防相互応援協定 



松江市消防本部組織図

東 部 分 署 消防一係・消防二係

北 部 分 署

消防一係・消防二係

湖南出張所 消防一係・消防二係

消防一係・消防二係

南 部 分 署

消 防 長

警防一係・救助一係・救急一係

南 消 防 署

北 消 防 署

消 防 課

消 防 課

警防二係・救助二係・救急二係

警防一係・救助一係・救急一係

警防二係・救助二係・救急二係

消 防 本 部

警 防 課 災害対策係

救 急 室 救急係

通信指令課

査 察 室 北査察係・南査察係

通信一係・通信二係・通信三係

消防一係・消防二係

西 部 分 署

松江市長

令和7年4月1日現在

消防総務課 総務係・人事職員係

消 防 団 室 消防団係

予 防 課 予防係・危険物保安係

－27－
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消防庁舎等の位置構造 
                                                                   （令和7年4月1日現在） 

署  所 所 在 地 構   造 
建 築 

年月日 
敷地面積 

（㎡） 

建築面積 
（㎡） 

延面積 
（㎡） 

松江市消防本部 

松江市北消防署 

松江市学園南 

1丁目17番3号 

〔庁舎〕 

鉄筋コンクリート造5階建 

〔付属車庫〕 

鉄骨造平家建 

〔主訓練塔〕 

鉄筋コンクリート造7階建 

〔補助訓練塔〕 

鉄骨造4階建 

Ｈ元. 3.20 

5,995.00 1,864.58 4,804.29 
〔自転車置場〕 

 鉄骨造 
Ｒ2. 3.13 

〔陽圧装置棟〕 

 鉄筋コンクリート造2階建 

〔発電機棟〕 

 鉄骨造2階建 

〔空気充填庫〕 

 補強コンクリートブロック造 

〔危険物倉庫〕 

軽量鉄骨造 

Ｈ30.10.22 

東  部  分  署 
松江市美保関町 

下宇部尾1160番 
鉄骨造平家建 Ｈ25.3.29 12,366.00 713.70 693.60 

北  部  分  署 
松江市西長江町 

   41番地2 
鉄骨造一部2階建 R3.8.2 3994.80 759.25 748.24 

松江市南消防署 
松江市矢田町 

250番地199 

〔庁舎〕 

鉄筋コンクリート造4階建 

一部鉄筋造 

〔空気充填庫棟〕 

鉄筋コンクリート平家建 

一部鉄筋造り 

 Ｈ9. 6.12 

4,116.00 1,213.15 2,173.85 

〔付属車庫〕 

鉄骨造平家建 
R6.9.6 

南 部 分 署 
松江市八雲町  

東岩坂369番1 
鉄骨造一部2階建 Ｈ28.3.25 3,837.00 719.60 748.20 

西  部  分  署 
松江市宍道町 

佐々布295番地5 
 鉄骨造平家建 Ｈ15. 7.15  1,973.17 628.35 628.35 

湖 南 出 張 所 
松江市乃白町 

32番地6 
鉄筋コンクリート造2階建 Ｈ21. 3.25 894.63 436.27 617.56 

無線基地局舎 
松江市上本庄町 

小屋の谷2331番地 
ブロック及び鉄骨造平家建  Ｈ13. 3.20 465.80 29.33 29.33 
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事 務 分 掌 
 

消防本部 
消防総務課 

総 務 係 

⑴ 消防関係条例、規則及び規程に関すること。 

⑵ 公印に関すること。 

⑶ 消防関係文書の収受発送、保存廃棄その他の文書管理に関すること。 

⑷ 表彰及び儀式に関すること。 

⑸ 組織制度及び消防計画に関すること。 

⑹ 消防施設整備計画に関すること。 

⑺ 消防本部の基本的な施策の総合調整に関すること。 

⑻ 消防庁舎の設置、維持及び管理に関すること。 

⑼ 防災に関すること。 

⑽ 消防長会に関すること。 

⑾ 消防音楽隊に関すること。 

⑿ 安全運転管理に関すること。 

⒀ 消防本部内の連絡調整に関すること。 

⒁ 消防広報及び消防統計に関すること。 

⒂ 国庫補助金の申請事務に関すること。 

⒃ 課の庶務（予算及び決算を含む。以下同じ。）に関すること。 

人事職員係 

⑴ 職員の人事、給与及び研修に関すること。 

⑵ 職員の服務規律、監察及び勤務成績の評定に関すること。 

⑶ 職員の表彰に関すること。 

⑷ 消防職員委員会に関すること。 

⑸ 消防職員の公務災害補償及び賞じゅつ金に関すること。 

⑹ 職員の福利厚生、健康管理及び安全衛生管理に関すること。 

⑺ 被服の貸与に関すること。 

消 防 団 室 

消 防 団 係 

⑴ 消防団に関すること。 

⑵ 消防団員の任免に関すること。 

⑶ 消防団員の表彰に関すること。 

⑷ 消防団員等の公務災害補償及び賞じゅつ金に関すること。 

⑸ 消防団用施設の設置、維持及び管理に関すること。 
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⑹ 消防団用消防車両、機械器具等の購入、維持及び管理に関すること。 

⑺ 消防団員の被服貸与に関すること。 

予 防 課 

予 防 係 

⑴ 火災予防の普及に関すること。 

⑵ 防火対象物（指定査察対象物に限る。）の査察に関すること。 

⑶ 防火対象物（指定査察対象物に限る。）に係る違反処理に関すること。 

⑷ 防火対象物（指定査察対象物に限る。）に係る防火管理者に関すること。 

⑸ 防火対象物（指定査察対象物に限る。）に係る消防法（昭和23年法律第186号）に規定する            

届出に関すること。 

⑹ 予防技術の調査研究及び研修に関すること。 

⑺ 防火協力団体に関すること。 

⑻ 消防法第 7条の規定に基づき消防長が行う同意に関すること。  

⑼ 防火対象物（指定査察対象物に限る。）に係る消防用設備等の設置指導及び検査に関する

こと。 

⑽ 消防設備士の指導に関すること。 

⑾ 課の庶務に関すること。 

危険物保安係 

⑴ 危険物の規制に関すること。 

⑵ 危険物の製造所等の査察に関すること。 

⑶ 危険物の製造所等に係る違反処理及びその指導に関すること。 

⑷ 危険物取扱者の指導に関すること。 

⑸ 火薬類取締法（昭和25年法律第149号）に基づく島根県知事の権限に属する事務のうち市  

が処理することとされた事務に関すること。 

⑹ 高圧ガス保安法（昭和26年法律第204号）に基づく島根県知事の権限に属する事務のうち

市が処理することとされた事務に関すること。 

⑺ 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律（昭和42年法律第149号）に基

づく島根県知事の権限に属する事務のうち市が処理することとされた事務に関すること。 

⑻ 危険物等の防災技術の調査研究及び研修に関すること。 

⑼ 保安協力団体に関すること。 

査 察 室 

北 査 察 係 

⑴ 火災予防の普及に関すること。 

⑵ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）の査察に関すること。 

⑶ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る違反処理に関すること。 

⑷ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る防火管理者に関すること。 

⑸ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る消防法（昭和23年法律第186号）に規定する



- 31 - 

届出に関すること。 

⑹ 松江市火災予防条例（平成17年松江市条例第352号。以下「火災予防条例」という。）に関

すること。 

⑺ 消防署の予防業務に係る調整に関すること。 

⑻ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る消防用設備等の設置指導及び検査に関する

こと。 

 南 査 察 係 

 ⑴ 火災予防の普及に関すること。 

⑵ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）の査察に関すること。 

⑶ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る違反処理に関すること。 

⑷ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る防火管理者に関すること。 

⑸ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る消防法に規定する届出に関すること。 

⑹ 火災予防条例に関すること。 

⑺ 防火対象物（指定査察対象物を除く。）に係る消防用設備等の設置指導及び検査に関する

こと。 

警 防 課 

災害対策係 

⑴ 火災その他の災害の消防活動計画に関すること。 

⑵ 水防活動に関すること。 

⑶ 火災の原因及び損害の調査に関すること。 

⑷ 火災以外の災害の原因及び損害に関すること。 

⑸ 消防水利施設の設置、維持及び管理に関すること。 

⑹ 消防水利の設置等の指導に関すること。 

 ⑺ 消防技術の調査研究及び研修に関すること。 

⑻ 消防訓練の計画、立案及び指導に関すること。 

⑼ 水防訓練に関すること。 

⑽ 救助業務の実施計画に関すること。 

⑾ 特殊災害に関すること。 

⑿ 緊急消防援助隊に関すること。 

⒀ 国際消防救助隊に関すること。 

⒁ 消防車両、機械器具等（消防団用を除く。）の購入、維持及び管理に関すること。 

⒂ 消防団の警防計画に関すること。 

⒃ 消防団の出動、訓練に関すること。 

⒄ 課の庶務に関すること。 

救 急 室 

救 急 係 

⑴ 救急業務の実施計画に関すること。 
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⑵ 救急高度化に関すること。 

⑶ 救急技術の調査研究及び指導に関すること。 

⑷ 救急業務の教育訓練及び研修に関すること。 

⑸ 救急医療機関との連絡調整に関すること。 

⑹ メディカルコントロール協議会に関すること。 

⑺ 応急手当の普及啓発に関すること。 

通信指令課 

通 信 一 係 

通 信 二 係 

通 信 三 係 

⑴ 緊急出動の計画及び指令に関すること。 

⑵ 消防通信の確保及び統制に関すること。 

⑶ 通信施設、機器の保全及び運用に関すること。 

⑷ 気象情報及び火災警報に関すること。 

⑸ 消防通信技術の調査研究及び研修に関すること。 

⑹ 情報処理業務の運用管理及び電子情報の安全対策に関すること。 

 

消 防 署 
消 防 課 

警 防 一 係 

警 防 二 係 

⑴ 警防活動に関すること。 

⑵ 警防業務に関すること。 

⑶ 予防に関すること。 

⑷ 救急及び救助活動との連携に関すること。 

⑸ 職員の表彰に関すること。 

⑹ 課の庶務に関すること。 

救 助 一 係 

救 助 二 係 

⑴ 救助活動に関すること。 

⑵ 警防及び救急活動との連携に関すること。 

救 急 一 係 

救 急 二 係 

⑴ 救急活動に関すること。 

⑵ 警防及び救助活動との連携に関すること。 

⑶ 応急手当の普及啓発活動に関すること。 
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分   署 

消 防 一 係 

消 防 二 係 

⑴ 警防活動に関すること。 

⑵ 救急活動に関すること。 

⑶ 警防業務に関すること。 

⑷ 予防に関すること。 

⑸ 応急手当の普及啓発活動に関すること。 

 

出 張 所 

消 防 一 係 

消 防 二 係 

⑴ 警防活動に関すること。 

⑵ 救急活動に関すること。 

⑶ 警防業務に関すること。 

⑷ 応急手当の普及啓発活動に関すること。 

⑸ 救急高度化に関すること。 



予   算

⑴ 松江市一般会計と消防予算 （単位／千円)

⑵ 令和７年度当初消防費予算（歳出）

車両整備事業費（常備消防）

56,643

消防車両・ポンプ整備事業費(非常備消防)

合　　計 3,067,778

39,317

消防機庫整備事業費(非常備消防) 3,261

消防施設費 521,487 消防本部庁舎整備事業費 80,323

消防水利整備事業費

341,943

28,298

非常備消防費 231,932 団員人件費 149,608

消防団関係経費 82,324

3,281

音楽隊活動費 197

職員被服費 18,020

職員研修費 14,605

2,562

通信管理費 40,730

庁舎管理費 44,812

人事管理費 3,179

2,101,422

会計年度任用職員人件費 10,461

消防救急活動費 43,211

警防活動費 3,581

松江市 112,990,000 3,067,778 2,314,359

常備消防費 2,314,359 職員人件費

火災予防活動費

緊急消防援助隊活動経費（震災関連）

一般管理費

区　　分
一般会計

Ａ
消防費
Ｂ

内　　　　訳

2.7%

目 当初予算
説　　　　　　　　　明

区　　　分 金　　　額

割合
Ｂ／Ａ常備消防費 非常備消防費 消防施設費

231,932 521,487

－34－



⑴ 条例定数の推移

昭48年 昭55年 昭56年 昭58年 平元年 平2年

147 176 186 196 200 204 202 206

平5年 平6年 平7年

212 216 220

⑵ 所属別・階級別職員別職員数

消

防

正

監

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

事

務

吏

員

消 防 長 1 1

次 長 1 1 2

消 防 総 務 課 5 4 1 10 2 22

予 防 課 1 4 4 4 13

警 防 課 2 3 3 2 10

通 信 指 令 課 1 3 3 9 16

小　　　　　計 1 1 4 15 14 16 10 3 64

署 長 1 1

北 署 1 9 17 16 1 11 55

北 部 分 署 3 4 9 3 19

東 部 分 署 3 4 6 1 5 19

小　　　　　計 1 1 15 25 31 2 19 94

署 長 1 1

南 署 1 7 15 21 7 51

南 部 分 署 3 4 8 4 19

西 部 分 署 3 4 6 6 19

湖 南 出 張 所 1 4 5 10

小　　　　　計 1 1 14 27 40 17 100

1 3 6 44 66 87 2 46 3 258合 計

区　　分
合
　
　
　
計 所 属 別

消

防

本

部

松

江

市

北

消

防

署

松

江

市

南

消

防

署

令和4年4月1日～

240 260 270

（令和7年4月1日現在）

消　　防　　吏　　員
その他
の職員

職　　員

年　　　別 昭54年

条　　例　　定　　数

平17年3月31日平26年12月19日

－35－



⑶ 職員の経験年数

区　　分
その他
の職員

経験年数

消

防

正

監

消

　
防

　
監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

事

務

吏

員

人 員 258 1 3 6 44 66 87 2 46 3

平均経験年数 14.9 18.5

1 年 未 満 11 11

1 年 10 1 9

2 年 14 1 13

3 年 10 2 7 1

4 年 7 3 3 1

5 年 5 4 1

6 年 8 7 1

7 年 6 6

8 年 8 8

9 年 8 1 6 1

10 年 12 2 10

11 年 9 3 5 1

12 年 6 1 4 1

13 年 9 3 6

14 年 17 8 9

15 年 6 4 2

16 年 6 4 2

17 年 7 7

18 年 4 1 3

19 年 10 1 7 2

20 年 4 1 3

21 年 10 6 4

22 年 10 4 6

23 年 6 3 2 1

24 年

25 年

26 年 1 1

27 年 3 2 1

28 年 4 4

29 年

30 年 以 上 47 1 3 6 21 7 8 1

（令和7年4月1日現在）

計

消　　防　　吏　　員

－36－



⑷ 職員の年齢状況

区　　分
その他の

職員

年　　齢

消

防

正

監

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

事

務

吏

員

258 1 3 6 44 66 87 2 46 3

37.3

18 歳 3 3
19 歳 3 3
20 歳 3 3
21 歳 1 1
22 歳 7 7
23 歳 5 1 4
24 歳 8 1 7
25 歳 5 3 2
26 歳 9 4 4 1
27 歳 9 8 1
28 歳 8 1 6 1
29 歳 10 8 2
30 歳 5 1 3 1
31 歳 14 10 4
32 歳 10 3 5 2
33 歳 7 2 4 1
34 歳 8 4 4
35 歳 9 3 4 2
36 歳 10 4 5 1
37 歳 12 6 6
38 歳 5 3 2
39 歳 10 7 3
40 歳 10 1 9
41 歳 5 5
42 歳 2 1 1
43 歳 9 4 5
44 歳 3 2 1
45 歳 8 5 2 1
46 歳 3 3
47 歳 4 2 2
48 歳 7 4 1 2
49 歳 3 2 1
50 歳 3 3
51 歳 3 3
52 歳 8 3 5
53 歳 2 2
54 歳 3 3
55 歳 8 1 3 2 1 1
56 歳 5 2 3
57 歳 2 1 1
58 歳 2 1 1
59 歳 2 1 1
60 歳
61 歳
62 歳 2 2
63 歳 3 3

（令和7年4月1日現在）

計

消　　防　　吏　　員

人    員

平均年齢

－37－



39 30 29 33 44 43

幹 部 科 1

上 級 幹 部 科

新 任 消 防 長 ・ 学 校 長 科

警 防 科 1

救 助 科 1

予 防 科 1

危 険 物 科

火 災 調 査 科 1

新 任 教 官 科

指 揮 隊 長 コ ー ス 1 1 1 1

高 度 救 助 コ ー ス 1

高度救助・特別高度救助コース 1

Ｎ Ｂ Ｃ コ ー ス 1 1

航 空 隊 長 コ ー ス

1

8 8 7 9 14 8

警 防 科 2 2 2 2 2 2

救 助 科 4 2 2

火 災 調 査 科 2 2 2

予 防 科 2 2 1 2 2 2

初 級 幹 部 科 3 2 2 2 3 3

中 級 幹 部 科 2 2 4

（ 幹 部 特 別 ） 教 官 研 修 3 3 2 1 1 1

（予防特別）違反是正研修 3 2 2 2 2 2

通 信 指 令 課 程 3 2 2

実 火 災 体 験 2 2 2 4 4

火 災 性 状 指 導 者 1 2 2

部 隊 指 揮 研 修 2 2 2 2 3

消 防 団 指 導 者 研 修 3

2 2

3 3 3 2 3 3

1 1 1 1 1

救 急 救 命 研 修 所

指 導 救 命 士 養 成 研 修

島
　
根
　
県
　
消
　
防
　
学
　
校

初 任 総 合 教 育

専　科　教　育

幹　部　教　育

特　別　教　育

救　　　急　　　隊　　　長　　　教　　　育

計

消
　
　
防
　
　
大
　
　
学
　
　
校

総　合　教　育

専　科　教　育

実
　
務
　
講
　
習

緊急消防援助
教 育 科

違 反 是 正 特 別 講 習

女 性 活 躍 推 進 コ ー ス

警 防 業 務 リ ー ダ ー 講 習 会

⑸  学 校 教 養 （令和7年4月1日現在）

年 度 別  令和元年
(平成31年)

令和2年
令和3年
令和4年
令和5年
令和6年

 機  関

－38－



その他
の職員

消
防
司
令
長

以

上

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

事

務

吏

員

大 型 一 種 212 10 47 65 71 1 18

中 型 一 種 32 2 18 1 10 1

準 中 型 4 3 1

普 通 一 種 24 1 22 1

大 型 特 殊 21 1 2 9 7 2

け ん 引 3 2 1

自 動 二 輪 75 4 20 23 18 1 8 1

62 3 18 22 18 1

甲 2 1 1

乙 195 6 28 54 75 2 30

丙 29 6 14 5 4

73 4 30 29 10

第 1 級 陸 上 8 2 2 2 2

第 2 級 陸 上 51 9 26 6 7 3

第 3 級 陸 上 150 15 32 72 2 29

第 1 級 海 上 1 1

第 2 級 海 上 1 1

レ ー ダ 級 0

62 4 13 22 22 1

18 2 8 5 3

52 3 24 15 8 1 1

14 9 4 1

2 2

109 7 35 34 28 1 4

166 5 30 35 64 2 30

4 1 2 1

3 1 1 1

21 5 4 4 6 2

74 2 14 25 25 1 7

1    1 1

足 場 組 立 作 業 主 任 者

高 圧 ガ ス 製 造 保 安 責 任 者

潜 水 士

救 急 救 命 士

高 所 作 業

ガ ス ・ 電 気 溶 接 士

酸 欠 作 業 主 任 者

衛 生 管 理 者

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士

小 型 移 動 式 ク レ ー ン 運 転 技 能

玉 掛 技 能 士

自 動 車 運 転 免 許

車 両 系 建 設 機 械 運 転 士

危 険 物 取 扱 者

消 防 設 備 士

特 殊 無 線 技 士

小 型 船 舶 1 ・ 2 級

⑹　職員の特殊技能資格取得状況
（令和7年4月1日現在）

区　　分

計

消　　防　　吏　　員

資格区分

－39－



協   定   名 災 害 種 類 協 定 締 結 機 関 名

境海上保安部と松江地区広
域行政組合消防局との消防
業務協定

火災及び水難事故 境海上保安部
平成元年 8月 1日
平成11年 3月31日
　　　 （再締結）

島根県防災ヘリコプター応
援協定

航空機を必要とす
る 全 て の 災 害

島根県内市町村及び消防の一
部事務組合、消防を含む一部
事務組合

平成 6年 3月28日
令和 2年10月 1日
　　　 （再締結）

宍道湖漁業協同組合と松江
地区広域行政組合消防本部
との業務協定

火災及び水難事故 宍道湖漁業協同組合 平成11年10月31日

島根県総合防災システムの
設置、運用及び管理に関す
る協定

防 災 シ ス テ ム 島根県
平成12年 3月 1日
令和元年 8月 1日
　　　 （再締結）

山陰自動車道及び松江自動
車道における消防及び救急
等の業務に関する覚書

火災、救急、救助
西日本高速道路株式会社
　　　　　　　　　中国支社

平成13年 2月13日
平成15年 3月10日
　　　　 （変更）
平成18年11月24日
令和 4年10月28日
　　　 （再締結）

山陰道（安来～東出雲間）
消防相互応援協定

火災、救急、救助 安来市
平成13年 3月23日
平成24年 3月14日
　　　 （再締結）

本土医師同乗による離島救
急患者の緊急搬送に関する
協定書

救 急
松江赤十字病院
島根県

平成14年 2月13日

救急業務における特定行為
に関する協定書

救 急
松江赤十字病院
松江市立病院
松江生協病院

平成14年 3月19日
平成29年 1月10日
       （再締結）

隠岐島の救急業務の共同処
理に関する覚書

救 急
出雲市
鳥取県西部広域行政管理組合
隠岐広域連合

平成14年 4年 1日
平成21年 1月 1日
　　　 （再締結）

島根県防災ヘリコプター救
急救命士搭乗システムに関
する協定

救 急
島根県
島根県内消防本部

平成18年 3月27日

山陰自動車道及び松江自動
車道（宍道～斐川）（宍道
～三刀屋木次）消防相互応
援協定

火災、救急、救助
出雲市
雲南広域連合

平成18年11月24日
平成27年10月 1日
令和 4年 8月 5日
　　　 （再締結）

鉄道災害時の安全管理体制
確保に関する覚書

火災、救急、救助
西日本旅客鉄道株式会社
（米子支社・広島支社）
一畑電鉄株式会社

平成20年 3月 1日

消防相互応援協定等の締結状況

締 結 年 月 日
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協   定   名 災 害 種 類 協 定 締 結 機 関 名

大規模災害時等の自販機内
の商品無償提供に関する覚
書

そ の 他 ㈱伊藤園　松江支店 平成26年 7月 1日

エボラ出血熱患者移送に関
する協定書

救 急 島根県 平成27年 2月 2日

松江生協病院で行う派遣型
救急ワークステーションに
関する覚書

救 急 松江生協病院 平成28年 4月 1日

災害時における消防水等の
供給支援に関する協定書

火 災
（ 大 規 模 ）

島根県（県内消防本部）
島根県生コンクリート工業組
合

平成24年 4月 1日
平成29年 6月 1日
　　　（再締結）

中海・宍道湖・大山圏域消
防相互応援協定

火災、救急、救助
出雲市、安来市、鳥取県西部
広域行政管理組合

平成28年 7月 8日

島根県消防広域相互応援
協定書

大 規 模 災 害
(地震、風水害、火
災、救急、救助)

島根県
県内市町村及び消防にかかる
一部事務組合及び広域連合

平成30年 8月 1日

原子力災害時における医師
派遣等に係る確認書及び覚
書

救 急
島根大学医学部
島根県立中央病院

平成30年 9月28日
平成30年10月31日

救急救命士の病院実習に係
る協定書

救 急
松江赤十字病院
松江市立病院
松江生協病院

平成31年 4月 1日

島根大学医学部付属病院高
度外傷センタードクター
カー運用に関する協定書

救 急 島根大学医学部 令和 3年 7月 1日

派遣型救急ワークステー
ションの運用に関する協定
書

救 急 松江市立病院 令和 5年 4月 1日

松江市消防本部と松江赤十
字病院との災害現場への医
師派遣協定書

救 急 松江赤十字病院 令和 7年 4月 1日

締 結 年 月 日
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予 防 
 

  防火対象物 

  危 険 物 

  火薬類・高圧ガス 

  液化石油ガス 

  立入検査 



計

3
階
以
下

4

階

5

階

6

階

7

階

8

階

9

階

10

階

11

階

12

階

13

階

14

階

15

階

8,924 7,973 528 136 81 50 29 27 47 14 6 6 19 8

イ 劇 場 、 映 画 館 等 20 20

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 99 99

イ 1 1

ロ 遊技場、ダンスホール 22 21 1

ハ 1 1

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 6 6

イ 待 合 、 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 414 398 9 7

4 百貨店、マーケット等 433 429 2 1 1

イ 旅館、ホテル、宿泊所等 215 166 6 7 12 6 6 2 4 4 2

ロ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 1,863 1,339 315 53 26 22 12 17 38 8 6 5 14 8

イ 病 院 、 診 療 所 等 169 152 9 4 2 1 1

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 180 167 12 1

ハ 324 319 3 1 1

ニ 幼稚園、特別支援学校 47 45 2

7 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 等 287 237 36 5 5 2 2

8 27 26 1

イ 蒸気浴場、熱気浴場等 1 1

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 1 1

10 車 両 の 停 車 場 等 18 18

11 神 社 、 寺 院 、 教 会 等 135 134 1

イ 工 場 、 作 業 場 792 788 4

ロ テ レ ビ ス タ ジ オ 等

イ 車 庫 、 駐 車 場 152 142 7 1 1 1

ロ 飛 行 機 の 格 納 庫

14 倉 庫 826 825 1

15 1,887 1,775 44 32 15 7 4 6 2 1 1

イ 663 566 47 16 15 10 4 1 3 1

ロ 303 260 28 8 4 3

16の2 地 下 街

16の3

17 重 要 文 化 財 等 36 35 1

18 延長 50ｍ以上のアーケード

13

16

2

3

5

6

9

12

防火対象物

⑴ 防火対象物数
（令和7年4月1日現在）

区             分

計

1
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処

理

件

数

同

意

条
件
付
同
意

不

同

意

処

理

件

数

同

意

不

同

意

処

理

件

数

通

知

条
件
付
通
知

248 231 231 4 4 13 13

イ 劇 場 、 映 画 館 等 1 1 1

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 3 3 3

イ キャバレー、ナイトクラブ等 0 0

ロ 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル 1 1 1

ハ 0 0

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 0 0

イ 待 合 、 料 理 店 等 0 0

ロ 飲 食 店 2 2 2

4 百 貨 店 、 マ ー ケ ッ ト 等 9 8 8 1 1

イ 旅 館 、 ホ テ ル 、 宿 泊 所 等 4 4 4

ロ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 26 26 25 1 1

イ 病 院 、 診 療 所 等 6 6 6

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 4 4 4

ハ 老人デイサービスセンター等 3 3 3

ニ 幼 稚 園 、 特 別 支 援 学 級 0 0

7 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 等 2 0 2 2

8 図 書 館、 博物 館、 美術 館等 0 0

イ 蒸 気 浴 場 、 熱 気 浴 場 等 0 0

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 0 0

10 車 両 の 停 車 場 等 0 0

11 神 社 、 寺 院 、 教 会 等 2 2 2

イ 工 場 、 作 業 場 7 7 7

ロ テ レ ビ ス タ ジ オ 等 0 0

イ 車 庫 、 駐 車 場 10 8 8 2 2

ロ 飛 行 機 の 格 納 庫 0 0

14 倉 庫 18 16 16 2 2

15 前 各 項に 該当 しな い事 業場 42 34 34 2 2 6 6

イ 7 7 7

ロ イ以外の複合用途防火対象物 4 4 4

16の2 地 下 街 0 0

16の3 0 0

17 重 要 文 化 財 等 0 0

18 延 長 50m 以 上 の ア ー ケ ー ド 0 0

そ の 他 97 97 97

9

12

13

16

計

1

2

3

5

6

⑵ 建築同意事務処理状況
令和6年度

確認申請 許可申請 計画通知

区             分

処
理
件
数
合
計
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⑴ 危険物施設数等

533 326 53 49 23 133 60 8 207 123 2 1 99 370

229 174 25 11 18 64 53 3 55 5 2 48

101 69 13 15 5 33 3 50 29 21

118 63 14 14 27 6 2 55 29 1 25

19 8 1 3 3 1 11 6 5

6 1 1 5 5

20 4 1 3 16 16

39 6 5 1 33 33

1 1 1

524 321 49 49 23 133 59 8 203 105 2 1 95

4 4 4

第　６　類

混　　　在

1,000倍を超え
5,000倍以下

5,000倍を超え
10,000倍以下

10,000倍を超えるもの

類
　
　
　
　
別

単
　
　
　
　
独

第　１　類

第　２　類

第　３　類

第　４　類

第　５　類

　 区　分

合　　計

指
　
定
　
数
　
量
　
の
　
倍
　
数
　
別

5倍以下

5倍を超え
10倍以下

10倍を超え
50倍以下

50倍を超え
100倍以下

100倍を超え
150倍以下

150倍を超え
200倍以下

200倍を超え
1,000倍以下

小
　
　
　
計

給

油

取

扱

所

第

１

種

販

売

取

扱

所

第

２

種

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

危　険　物

（令和7年4月1日現在）  

合
　
　
　
　
計

製
 
造
 
所

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

事
 
業
 
所

製造所等の別

小
　
　
　
計

屋

内

貯

蔵

所

-45-



設  置 変  更 設  置 変  更 仮貯蔵 仮取扱 仮使用

125 9 38 5 40 1 7 14 11

小　　　　計 61 5 14 5 18 1 7 3 8

屋 内 貯 蔵 所 1

屋外タンク貯蔵所 14 2 6 1 3 1 1

屋内タンク貯蔵所 4 1 1 2

地下タンク貯蔵所 29 11 11 4 2 1

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所 12 5 5 2

屋 外 貯 蔵 所 1

小　　　計 64 4 24 22 11 3

給 油 取 扱 所 48 19 18 11

第1種販売取扱所

第2種販売取扱所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所 16 4 5 4 3

合　　　　　計

製　　　造　　　所

貯
　
　
　
蔵
　
　
　
所

取
　
　
　
扱
　
　
　
所

そ　　　の　　　他

⑵ 危険物事務処理状況
令和6年度

区　　　分 合　計

許　　可 完　　成 承   　　 認

廃止届
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⑴ 火薬類取締法関係事務処理状況

件　　　数

8

13

1

22

件　　　　　　数

砕　　　　　　　　　石 3

土　　　　　　　　　木 3

そ　　　　の　　　　他

6

合　　　　　　　計

区　　　　　　　分

立
　
入
　
検
　
査

消
　
費
　
場
　
所

煙 火 消 費 場 所

合　　　　　　　計

火薬類・高圧ガス・液化石油ガス

令和6年度

区　　　　　　　分

許
　
　
　
　
可

譲 渡 許 可

譲 受 許 可

譲 受 消 費 許 可

消 費 許 可 （煙火）

消 費 許 可

廃 棄 許 可
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⑵ 高圧ガス保安法関係施設数

第 1 種 製 造 者

第 2 種 製 造 者

第 1 種 貯 蔵 所

第 2 種 貯 蔵 所

販 売 事 業 者

特 定 高 圧 ガ ス 消 費 者

⑶ 高圧ガス保安法関係事務処理状況

⑷ 液化石油ガス法関係事務処理状況

許 可 （ 変 更 ）

完 成

保 安 検 査

そ の 他 の 届

液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 届 9

合　　　　　　　計 14

合　　　　　　　計 30

令和6年度

区　　　　　　　分 件　　　　数

充
て
ん
設
備

5

特 定 高 圧 ガ ス 消 費 届 2

そ の 他 の 届 11

保 安 検 査 6

貯 蔵 所 変 更 許 可

製 造 ・ 貯 蔵 完 成 検 査 3

販 売 事 業 届 5

製 造 許 可

製 造 施 設 等 変 更 許 可 3

貯 蔵 所 設 置 許 可

合　　　　　　　計 326

令和6年度

区　　　　　　　分 件　　　数

貯
蔵
所

8

17

そ
の
他

203

10

（令和7年4月1日現在）

区　　　　　　　分 件　　　数

製
造
者

12

76
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北

消

防

署

東

部

分

署

北

部

分

署

南

消

防

署

西

部

分

署

南

部

分

署

湖
南
出
張
所

908 90 283 61 44 320 50 60

イ 劇 場 、 映 画 館 等 13 1 1 1 9 1

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 37 4 15 13 1 4

イ キャバレー、ナイトクラブ等

ロ 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル 13 1 4 8

ハ

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 4 3 1

イ 待 合 、 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 136 60 6 2 54 3 11

4 百 貨 店 、 マ ー ケ ッ ト 等 137 1 62 3 2 66 3

イ 旅 館 、 ホ テ ル 、 宿 泊 所 等 52 4 16 8 18 4 2

ロ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 3 1 1 1

イ 病 院 、 診 療 所 等 27 4 1 4 1 13 1 3

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 53 18 2 2 19 8 4

ハ 老人デイサービスセンター等 59 21 6 3 18 4 7

ニ 幼 稚 園 、 特 別 支 援 学 校 10 2 2 2 2 2

7 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 等 20 2 1 2 15

8 図 書 館、 博物 館、 美術 館等 4 1 2 1

イ 蒸 気 浴 場 、 熱 気 浴 場 等

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 車 両 の 停 車 場 等 1 1

11 神 社 、 寺 院 、 教 会 等 6 1 3 2

イ 工 場 、 作 業 場 25 9 3 4 2 2 5

ロ テ レ ビ ス タ ジ オ 等

イ 車 庫 、 駐 車 場

ロ 飛 行 機 の 格 納 庫

14 倉 庫 21 2 4 4 5 6

15 前 各 項に 該当 しな い事 業場 43 4 3 12 11 7 3 3

イ 162 4 59 7 2 72 10 8

ロ イ以外の複合用途防火対象物 9 1 2 2 2 1 1

16の2 地 下 街

16の3

17 重 要 文 化 財 等 8 4 2 1 1

18 延 長 50m 以 上 の ア ー ケ ー ド

住 宅

危 険 物 施 設 等 65 65

9

12

13

16

計

1

2

3

5

6

立　入　検　査　等

⑴ 立入検査件数

北 消 防 署 南 消 防 署管 轄 別    

計

消

防

本

部
　項　　　　　　用  途  別

-49-



⑵ 講習会・訓練

区 分

計 381回 19179人

甲種

乙種 1回 17人

再講習 2回 31人

新　　規 1回 6人

再 講 習 1回 4人

防 火 ・ 防 災 訓 練 16,887人

署 内 見 学 33回 1,200人

地 震 体 験 車 28回 1030人

令和6年度

回 数 人 数

防 火 管 理 講 習 会

防 災 管 理 講 習 会

314回
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警 防 
 

  火  災 

  救  急 

  救  助 

  消防水利 

  車  両 
 



⑴　5年間の火災件数及び死者数の推移

火　　災

46

49

52

57

40

2
4

2

5 4

0

10

20

30

40

50

60

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

（件・人）
火災件数（件）
死者（人）

令和6年中における火災の概況は、総出火件数40件（うち建物火災21件）、死者数4人（30日死
者1人）、負傷者7人、損害額27,376千円（うち建物損害額21,754千円）で前年と比較すると総出
火件数は17件減、損害額は47,261千円減、負傷者は2人増、死者数は1人減となっています。
全火災40件を出火原因別にみますと、たき火が10件、こんろが5件、その他が4件と多く、原因

不明であった火災が10件でした。
当消防本部では、各自治会、職場等で開催される防火に関する講演会や訓練等を通して、防火

意識の向上を図れるよう広報活動等を行っています。また、住宅用火災警報器の設置義務化から
10年以上が経過しました。住宅用火災警報器は製造から10年を目安に交換が必要ですので、この
旨の広報にも力を入れて取り組んでいます。住宅用火災警報器の点検及び交換を促進し、建物火
災で、逃げ遅れによる被害を減らしていくことが重要であると考えています。
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⑵　5年間の火災概要

46 49 52 57 40

22 30 28 33 21

5 2 2 2 2

4 9 2 6 1

0 0 0 0 1

15 8 20 16 15

23,945 144,736 176,109 74,637 27,376

22,009 141,680 162,151 68,816 21,754

139 25 0 8 3

1,738 3,006 494 1,470 5,514

0 0 0 0 1

59 25 13,464 4,338 104

0 0 0 5 0

全 焼 6 25 14 11 4

半 焼 0 1 2 1 0

部 分 焼 12 13 9 14 6

ぼ や 17 32 21 21 18

建物（㎡） 946 3,242 3,426 1,530 679

林野（ａ） 12 40 1 9 2

58 85 76 84 38

全 損 6 13 6 9 6

半 損 1 2 1 1 0

小 損 16 20 21 29 14

死 者 2 4 2 5 4

傷 者 8 7 8 5 7

り　災　人　員　数

そ の 他

　区　分

爆 発

計

車 両

船 舶

死 傷 者

火

災

件

数

計

建 物

林 野

焼損棟数

船 舶

そ の 他

り 災 世 帯 数

焼 損 面 積

令和6年

建 物

林 野

車 両

令和5年令和4年
　　　　　　　　年　別

損

害

額

（

千

円

）

令和3年令和2年
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⑶　5年間の担当区域別火災件数

⑷　5年間の月別火災件数

4 3 1 5 2 6 2 4 8 3 4 4

5 3 4 6 7 4 7 1 1 3 4 4

2 4 5 4 7 2 7 3 5 5 7 1

4 5 4 6 3 1 1 8 6 5 8 6

1 2 3 5 6 3 1 5 4 2 4 4

3.2 3.4 3.4 5.2 5.0 3.2 3.6 4.2 4.8 3.6 5.4 3.8

令和4年令和2年 令和3年

12.6

令和5年

9

平　　均

13

3

(※2)

5

16

1

17

1

8

1 1.6

令和6年

5.8

2

6

8

3.8

年別
管轄別

鹿 島 出 張 所

2

(※1)

3

4

(※1)

5

北 消 防 署

東 部 分 署

46

5

4

(※1)

22

6

15

3

計

秋 鹿 出 張 所

北 部 分 署

3月

12

5

3

3

57

西部分署（※3）

5

令 和 5 年

令 和 3 年

2月

令 和 2 年

月　別

6

17

4

10

（※1）湖南出張所は令和元年(平成31年)から担当区から除外
（※2）秋鹿出張所、鹿島出張所は令和3年10月から北部分署に統合
（※3）宍道分署は令和3年10月から西部分署に名称変更

平 均

11月7月 8月

45 48.0

1月 12月6月 9月

52

南 消 防 署

令 和 6 年

10月

令 和 4 年

年　別

6

40

4月 5月

3

12

4

4

(※1)

4.4

(※1)

15.2

4.6

4

南 部 分 署

湖 南 出 張 所

5.8

6

(※1)
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⑸　5年間の損害額の傾向

損害額（億円）

    損害額    （億円）

⑹　5年間の市町別火災件数

市　町

33 28 27 40 25 30.6

3 4 4 3 4 3.6

2 1 0 0 0 0.6

0 3 1 3 2 1.8

1 2 3 5 1 2.4

1 5 4 1 1 2.4

2 1 8 3 3 3.4

3 2 3 1 1 2.0

1 3 2 1 3 2.0

46 49 52 57 40 48.8

令和5年 平　　均

計

年　別

東 出 雲 町

旧 松 江 市

鹿 島 町

令和3年

美 保 関 町

八 雲 町

令和2年

玉 湯 町

宍 道 町

島 根 町

八 束 町

令和4年 令和6年

0.24

1.45

1.76

0.74

0.27

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

令和2年

（平成31年）

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

損害額
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⑺　5年間の全国の火災

区分 火災件数 損害額 焼損棟数 死    者 傷    者

年別 （件） 建物（㎡） 林野（a） （千円） （棟） （人） （人）

令和 2年 34,602 1,024,659 44,772 68,071,009 28,150 1,321 5,511

令和 3年 35,077 975,134 67,112 72,720,770 28,565 1,400 5,369

令和 4年 36,375 1,074,612 61,413 110,278,675 29,113 1,446 5,719

令和 5年 38,659 1,017,598 82,943 93,915,275 30,222 1,500 5,731

令和 6年 37,036 969,767 106,785 92,895,402 29,927 1,436 5,742

平　　均 36,350 1,012,354 72,605 87,576,226 29,195 1,421 5,614

　

⑻　5年間の島根県の火災

区分 火災件数 損害額 焼損棟数 死    者 傷    者

年別 （件） 建物（㎡） 林野（a） （千円） （棟） （人） （人）

令和 2年 269 7,975 637 314,555 181 7 27

令和 3年 234 11,187 153 598,552 222 17 36

令和 4年 292 28,710 469 1,103,716 214 11 38

令和 5年 266 10,396 283 353,617 234 9 28

令和 6年 252 9,014 143 319,957 168 21 39

平　　均 263 13,456 337 538,079 204 13 34

焼　損　面　積

焼　損　面　積
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⑼　担当区域別火災発生状況

署 所 別

総 件 数 40 9 3 8 12 4 4

建 物 21 6 2 3 9 1

林 野 2 1 1

車 両 1 1

船 舶 1 1

そ の 他 15 3 1 4 2 2 3

全 焼 4 1 2 1

半 焼

部 分 焼 6 2 1 3

ぼ や 18 6 1 3 7 1

全 損 6 1 2 3

半 損

小 損 13 7 2 4

38 17 8 4 9

死 者 4 1 2 1

傷 者 7 3 2 2

679 224 336 119

2 1 1

総 額 27,376 5,316 14,421 95 5,821 1,617 106

建 物 21,754 5,316 10,523 92 5,820 3

林 野 3 3

車 両 5,514 3,898 1,616

船 舶 1 1

そ の 他 104 1 103

爆 発

西

部

分

署

南

消

防

署

損   害
見積額

(千円)

り   災
世帯数

り　災　人　員

死傷者

焼   損
面   積

北

部

分

署

令和6年中

焼   損
棟   数

林野(a)

建物(㎡)

区   分

計

北

消

防

署

南

部

分

署

東

部

分

署

火   災
件   数
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⑽　市町別火災発生状況

市町別

総 件 数 40 25 4 2 1 1 3 1 3

建 物 21 16 2 2 1

林 野 2 1 1

車 両 1 1

船 舶 1 1

そ の 他 15 7 2 1 2 1 2

全 焼 4 2 2

半 焼

部 分 焼 6 5 1

ぼ や 18 13 2 2 1

全 損 6 4 2

半 損

小 損 13 12 1

38 27 3 8

死 者 4 2 2

傷 者 7 5 2

建物(㎡) 679 343 336

林野(a) 2 1 1

総 額 27,376 11,140 92 14,421 1,617 106

建 物 21,754 11,136 92 10,523 3

林 野 3 3

車 両 5,514 3,898 1,616

船 舶 1 1

そ の 他 104 1 103

爆 発

旧

松

江

市

鹿

島

町

島

根

町

美

保

関

町

東

出

雲

町

八

雲

町

玉

湯

町

宍

道

町

八

束

町

令和6年中

計

損   害
見積額

(千円)

り   災
世帯数

り　災　人　員

死傷者

焼   損
面   積

火   災
件   数

焼   損
棟   数

区   分
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⑾　月別火災発生状況

月　別

総件数 40 1 2 3 5 6 3 1 5 4 2 4 4

建 物 21 1 1 1 3 2 1 1 2 1 4 4

林 野 2 1 1

車 両 1 1

船 舶 1 1

その他 15 2 2 4 2 3 2

全 焼 4 2 1 1

半 焼

部分焼 6 1 1 2 2

ぼ や 18 1 1 3 2 1 1 1 4 4

全 損 6 2 3 1

半 損

小 損 13 1 1 1 1 1 3 2 2 1

38 2 3 8 1 2 2 6 5 6 3

死 者 4 2 1 1

傷 者 7 2 1 1 2 1

建物(㎡) 679 8 337 9 111 214

林野(a) 2 1 1

総 額 27,376 8 77 2,341 14,394 147 3 4 2 576 4,922 4,764 138

建 物 21,754 8 77 2,341 10,496 44 4 576 3,306 4,764 138

林 野 3 3

車 両 5,514 3,898 1,616

船 舶 1 1

その他 104 103 1

爆 発

二

月

り  災
世帯数

り　災　人　員

令和6年中

計

一

月

四

月

五

月

九

月

八

月

十

二

月

三

月

十

一

月

十

月

六

月

七

月

焼  損
面  積

損  害
見積額

(千円)

死傷者

区   分

火
災
件
数

焼
損
棟
数
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40 25 4 2 1 1 2 2 3

1 1

2 1 1

3 2 1

5 2 1 1 1

6 1 1 1 1 2

3 3

1 1

5 4 1

4 3 1

2 1 1

4 3 1

4 4

3.3 2.1 0.3 0.2 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3

8　　　月

平　　　均

9　　　月

10　　　月

11　　　月

12　　　月

4　　　月

5　　　月

6　　　月

7　　　月

1　　　月

2　　　月

3　　　月

美

保

関

町

⑿　市町別・月別火災発生状況

　区   分

合　　　計

　　　市町別

計

旧

松

江

市

鹿

島

町

島

根

町

令和6年中

東

出

雲

町

八

雲

町

玉

湯

町

宍

道

町

八

束

町
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区分

時間

計 40 21 2 1 1 15 4 6 18 6 13 38 4 7 679 2 27,376 21,754 3 5,514 1 104 9 3

0～1 1 1 1 1 2 8 8 1

1～2

2～3

3～4 2 2 2 1 2 2 8 2 2 337 1 14,379 10,481 3,898 2 1

4～5 1 1 1 8 2,341 2,341

5～6

6～7

7～8

8～9 1 1 1

9～10 5 3 2 2 2 3 4 3 10 2 1 325 8,110 8,110 1 1

10～11 2 1 1 1 3 3

11～12 3 1 2 1 1 15 15

12～13 1 1

13～14 3 2 1 2 1 3 7 2 9 571 570 1 1

14～15 5 3 1 1 3 1 3 220 114 3 103 1

15～16 1 1 1 1 1 1

16～17 3 1 2 1 1

17～18 2 2

18～19 3 2 1 2 2 2 1 1 1 1

19～20 4 1 1 2 1,646 30 1,616

20～21 3 2 1 2 2 5 1 81 81 1 1

21～22

22～23

23～24

不明

建

物

総

件

数

傷

者

死

者

半

焼

全

焼

そ

の

他

船

舶

林
野

(

ａ

)

建
物

(

㎡

)

車

両

林

野
無有

爆

発

そ

の

他

⒀　時間帯別火災発生状況

り

災

人

員

件 数 焼 損 棟 数
り 災
世 帯 数

小

損

半

損

全

損

ぼ

や

部

分

焼

令和6年中

死傷者 焼損面積 損　害　見　積　額（千円）
住
宅
用
火
災
警
報
器

船

舶

車

両

林

野

建

物

総

額
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出火原因

21 2 1 1 15 40 25 4 2 1 1 3 1 3 47 49 52 57 40

1 1 1 4 1 2 2 1

5 5 4 1 4 3 3 5 5

1 1 1 1

1 1 1 1 1 4 1

1

1

1 1 1 1 3 2 2 1

3 2 5

1 1 1 1 3 3 3 1

2 2 1 1 2 4 1 2

1 1 1 1 1 1

1 1 1 2 4 2 1 1

2 2

2 1

2 8 10 5 1 1 1 2 10 5 9 7 10

1 1 1 1 1 1

1

1 1 1 1 1

2 1 5

1 2 1 3

1 3 1 1

3 1 4 3 1 5 10 3 7 4

4 1 5 10 6 1 2 1 8 5 11 15 10

船

　
　
舶

ス ト ー ブ

排 気 管

こ た つ

炉

島

根

町

鹿

島

町

不 明

そ の 他

配 線 器 具

た き 火

火 遊 び

取 灰

放 火

放 火 の 疑 い

火 入 れ

衝 撃 の 火 花

灯 火

内 燃 機 関

電灯・電話の配線

電 気 装 置

マッチ・ライター

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道

電 気 機 器

令

和

5

年

玉

湯

町

か ま ど

た ば こ

旧

松

江

市

こ ん ろ

計
令

和

2

年

令

和

3

年

そ

の

他

⒁　出火原因

溶 接 機 ・ 溶 断 機

林

　
　
野

火　災　種　別
火災種別
市 町 別
年　　別

焼 却 炉

風 呂 か ま ど

車

　
　
両

計

建

　
　
物

令和6年中

令

和

6

年

令

和

4

年

東

出

雲

町

八

雲

町

宍

道

町

八

束

町

年　　　別美

保

関

町

－61－



⒂　曜日別・覚知別火災件数

区　分

7 1 1 1 1 3

5 3 2

4 3 1

5 2 3

6 6

3 1 2

10 5 1 4

40 21 2 1 1 15

火 災 報 知 専 用 電 話

[ＮＴＴ加入電話]

火 災 報 知 専 用 電 話

[携帯電話から]

加 入 電 話

（固定電話から）

加 入 電 話

（携帯電話から）

警 察 電 話

事 後 聞 知 7 6 1

そ の 他

令和6年中

土

不　　　　　　　　明

火 災 種 別 件 数

火

水

木

金

計

そ

の

他

船

舶

車

両

林

野

計

建

物
曜日別
覚知別

日

月

8 6 1

2

21 8 1 1

1

11

1

2

2 1
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  ⒃　建物火災の用途別火災発生状況

  ⒄　住宅用火災警報器の有無による死傷者の数（前年との比較）

令和５年中 令和６年中

　　　　　　　　　　令和6年中

住宅
5件
23.8％

その他
11件
52.3％

共同住宅
5件
23.8％

負傷者

５人

負傷者

０人

死者

４人

死者

１人

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

住警器設置なし 住警器設置あり

負傷者

１人

負傷者

６人

死者

１人

死者

３人

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

住警器設置なし 住警器設置あり

-63-



救    急

⑴　5年間の活動状況

8,184

8,760

9,826

10,992 10,836

7,608

8,177

9,154

10,065 10,015

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

出場件数

搬送人員（件・人）

令和6年中における救急の概況は、出場件数10,836件（増減比156件、1.4％減）､搬送人員10,015人

（増減比50人、0.5％減）となっており、件数、人員ともに前年より減少傾向となりました。

1日当たりに換算すると29.7件出動し、27.4人を搬送したことになります。また、管内の住民19.4人に

1人を搬送したことになります。（令和6年12月末現在 松江市194,313人を基に算出）

救急隊の覚知から現場到着までの平均所要時間は8.5分（令和5年全国平均10.0分）、医療機関までの

平均収容所要時間は31.0分（同45.6分）でした。

事故種別の出動件数は、急病が70.2％を占め、次いで一般負傷が15.2％、交通事故が4.7％でした。

傷病程度別活動状況からは、死亡または重症と診断された傷病者が全体の8.4％であったのに対して、

軽症と診断された傷病者が32.2％、中等症と診断された傷病者が59.3％と高い割合を占めました。

年齢別搬送人員は、高齢者（65歳以上）が68.6％を占め最も多く、成人（18歳以上65歳未満）が

24.7％、少年（7歳以上18歳未満）が3.1％、乳幼児（生後28日以上7歳未満）が3.3％、新生児（生後28

日未満）が0.3％を占めました。

当消防本部では、毎年計画的に救急救命士を養成するとともに、地区ＭＣ（メディカルコントロー

ル）協議会を中心に医療機関・他消防本部との連携強化を図っています。
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⑵　5年間の事故種別活動状況

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

出 動 件 数 8,184 8,760 9,826 10,992 10,836

搬 送 人 員 7,608 8,177 9,154 10,065 10,015

出 動 件 数 41 44 47 51 32

搬 送 人 員 9 4 8 7 7

出 動 件 数 8 13 3 0 0

搬 送 人 員 6 6 2 0 0

出 動 件 数 23 24 28 10 24

搬 送 人 員 10 10 14 4 9

出 動 件 数 479 488 507 633 506

搬 送 人 員 421 412 405 484 399

出 動 件 数 68 73 92 80 84

搬 送 人 員 68 70 92 79 82

出 動 件 数 33 52 71 77 80

搬 送 人 員 33 50 70 77 79

出 動 件 数 1,351 1,384 1,443 1,689 1,643

搬 送 人 員 1,278 1,323 1,396 1,606 1,573

出 動 件 数 16 12 23 22 30

搬 送 人 員 14 9 16 18 28

出 動 件 数 88 94 68 76 73

搬 送 人 員 53 68 48 62 54

出 動 件 数 5,349 5,863 6,828 7,572 7,603

搬 送 人 員 5,131 5,636 6,511 7,119 7,215

出 動 件 数 728 713 716 782 761

搬 送 人 員 585 589 592 609 569

22.4 24.0 26.9 30.1 29.7

20.8 22.4 25.1 27.6 27.4

405.2 436.3 496.7 560.8 557.7

376.7 407.3 462.7 513.5 515.4

201,981 200,772 197,843 196,021 194,313

令和6年12月末現在

加 害

自 損 行 為

人 口

１ 日 平 均 出 動 件 数

そ の 他

１ 日 平 均 搬 送 人 員

１ 万 人 当 り 出 動 件 数

１ 万 人 当 り 搬 送 人 員

区　　　　　分

計

火 災

自 然 災 害

急 病

水 難

交 通

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷
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⑶　事故種別活動状況

⑷　署所別活動状況   

7,603

506

1,643

80 84
73 30 32 24 0

761

7,215

399

1,573

79 82
54 28 7 9 0

569

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

急

病

交

通

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

自
損
行
為

加

害

火

災

水

難

自
然
災
害

そ
の
他

出場件数

搬送人員

（令和6年中）（件・人）

3,270

738

849

2,410

420

729

1,599

3,611 

778 
938 

2,576 

445 

778 

1,710 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

北
消
防
署

東
部
分
署

北
部
分
署

南
消
防
署

西
部
分
署

南
部
分
署

湖
南
出
張

所

(件・人)

出場件数

搬送人員

（令和6年中）
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⑸　月別活動状況

19
20

⑹　曜日別活動状況

992

868

924

779

836

801

989

1,054

893

829

869

1,002

920

793

859

741

768

750

923

948

809

769

810

925

650

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

出場件数

搬送人員

（令和6年中）（件・人）

（平成24年中）（件・人）

1,683 

1,524 
1,532 

1,511 

1,557 

1,597 

1,432 

1,572 

1,407 1,417 
1,401 

1,432 

1,469 

1,317 

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

1,600

1,650

1,700

1,750

月 火 水 木 金 土 日

出場件数

搬送人員

（件・人） （令和6年中）
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⑻  傷病程度別活動状況

その他
計

傷病程度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計
搬送人員 113 732 5,943 3,227 0 10,015

⑺　時間別活動状況

480 

389 408 

709 

1,377 1,390 

1,203 

1,095 

1,221 

1,084 

881 

599 

425 
355 369 

659 

1,304 1,301 

1,124 

1,025 

1,112 

996 

796 

549 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24

出場件数

搬送人員

(時)

（件・人）

88 

521 

4,422 

2,184 

0 11 71

855

636

01 16 145

237

013 124

521

170

0
0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

2,100

2,400

2,700

3,000

3,300

3,600

3,900

4,200

4,500

4,800

急 病

一般負傷

交通事故

その他

（人）

死 亡 重 症 中等症 軽 症 その他

（令和6年中）

（令和6年中）
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⑼ 年齢別事故種別搬送状況

　　　事故種別

 年齢別

火

　
　
災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
病

そ

の

他

計 10,015 7 0 9 399 82 79 1,573 28 54 7,215 569

新 生 児

（生後28日未満）

乳 幼 児

（生後28日以上7歳未満）

少 年

（7歳以上18歳未満）

成 人

（18歳以上65歳未満）

高 齢 者

（65歳以上）

計

33 1 1 31

331 10 43 266 12

314 1 1 45 47 11

2,470 4 3 221 1,683

156

67 27

6 3

48 1 4

1,237

244 21 47

5,109

153

6,867 2 5 123 15 5 362

（令和6年中）
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⑽  心肺蘇生法の実施状況と予後

( 4.3% ) ( 10.5% ) ( 5.3% )

( 3.4% ) ( 7.9% ) ( 5.3% )

… 心肺停止状態になった時点を確認すること。

⑾  器具等による救命処置実施状況

※いずれも2回目以降の処置があっても、1例として計上している。

16

1

静　 脈　 路　 確　 保
（　C　P　A　前　）

75

社会復帰

7 3

ブ　ド　ウ　糖　投　与 26

気
 
道
 
確
 
保

気　管　挿　管
ビ デ オ 挿 管

血　　糖　　測　　定 275

薬　　剤　　投　　与 136

28

ラリンゲルチューブ
（LT)

ラリンゲルマスク（LM)
コンビチューブ

I-gel

97

静　 脈　 路　 確　 保
（　C　P　A　後　）

一般市民による応急手当
が実施症例

一般市民による応急手当
が未実施症例

全 体 （ 母 数 ） 208 38

145

種　　　別
救急隊員が搬送した心肺

機能停止傷病者数

一般市民が目撃した症例（57症例）

除　　　　細　　　　動

19

※目  撃

１ヵ月後生存

9 4 1

（令和6年中）
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区 分

新 規 2 21

再 講 習 9 81

普 通 救 命 講 習 2,110

223

125

⑿ 救急に関する講習会
（令和6年中）

4,310救 命 入 門 コ ー ス

回 数 人 数

応 急 手 当 普 及 員 講 習
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救    助

⑴　5年間の活動状況

（件・人）

145

168

184

206

172

105

107

119

137

118108

106

109

116

129

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

出動件数

活動件数

救助人員

令和6年中における救助の概況は、出動件数172件、活動件数118件、救助人員129人であり、前年に

比べ出動件数34件、活動件数19件減少しました。救助人員は13人増加しました。

事故種別ごとに出動件数をみると、交通事故が最も多く、46件（全体の26.7％）に出動し、うち29

件において救助活動を行い、38人を救助しました。

救助活動件数が増加した事故種別は、「水難事故」「風水害等自然災害」「機械による事故」「建

物等による事故」が増加しました。

なお、「破裂事故」については、出動がありませんでした。
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⑵　5年間の事故種別活動状況

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和5年

出 動 件 数 145 168 184 206 172

活 動 件 数 105 107 119 137 118

救 助 件 数 108 106 109 116 129

出 動 件 数 7 10 14 26 7

活 動 件 数 7 10 14 26 7

救 助 件 数 3 5 4 10 11

出 動 件 数 43 49 49 56 46

活 動 件 数 24 26 20 39 29

救 助 件 数 26 26 22 31 38

出 動 件 数 21 19 24 14 25

活 動 件 数 17 15 21 9 22

救 助 件 数 18 13 20 9 22

出 動 件 数 5 3

活 動 件 数 2 2

救 助 件 数 7 2

出 動 件 数 3 2 2 1 2

活 動 件 数 3 2 1

救 助 件 数 3 2 1

出 動 件 数 27 35 33 41 45

活 動 件 数 23 26 21 28 28

救 助 件 数 29 27 20 26 26

出 動 件 数 4 3 4 2 1

活 動 件 数 2 2 4 2 1

救 助 件 数 1 2 4 2

出 動 件 数

活 動 件 数

救 助 件 数

出 動 件 数 40 45 58 64 43

活 動 件 数 29 26 37 41 28

救 助 件 数 28 26 37 38 29

備　　　考 火災総件数 46 49 52 57 40

風水害等自然災害

機械による事故

建物等による事故

ガス及び酸欠事故

破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故

区　　　　　分

計

火 災

交 通 事 故

水 難 事 故
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⑶　事故種別活動状況

⑷　高度救助用資機材

電 磁 波 探 査 装 置 1式 人命探査レーダー　model-sar2700Ⅱ＋

地 中 音 響 探 知 機 1式 デルサーＬＤ３

オリンパス　IV7650X2-SV80セット

櫻護謨　Ｑアラート　マークⅡ

熱 画 像 直 視 装 置 2台 FLIR Systems 社　Ｋ55

1式 サーチカム3000

1式 ＭＵＢ－５００１夜 間 用 暗 視 装 置

画 像 探 索 機 Ⅱ 型

地 震 警 報 器 1式

画 像 探 索 機 Ⅰ 型 1式

7

46

25

3
2

45

1
0

43

7

29

22

2
1

28

1
0

28

11

38

22

2
1

26

0 0

29

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

火災 交通事故 水難事故 風水害等

自然災害

機械による

事故

建物等による

事故

ガス及び

酸欠事故

破裂事故 その他の

事故

出動件数

活動件数

救助人員

令和6年中
（件・人）
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消  防  水  利

旧

松

江

市

鹿

　
島

　
町

島

　
根

　
町

美

保

関

町

八

　
雲

　
町

玉

　
湯

　
町

宍

　
道

　
町

八

　
束

　
町

東

出

雲

町

5,047 2,791 303 171 317 208 214 388 267 388

3,600 2,145 215 84 222 117 142 202 180 293

50 31 5 1 3 6 2 2

3,650 2,176 220 84 223 120 148 204 180 295

公 設 136 2 6 2 1 14 91 5 15

私 設 33 22 3 2 2 2 2

計 169 24 9 2 0 3 16 93 5 17

公 設 513 257 25 48 24 23 24 30 60 22

私 設 87 66 1 1 1 2 6 3 7

計 600 323 26 49 25 25 30 33 60 29

公 設 2 1 1

私 設 4 1 3

計 6 0 1 1 0 1 0 3 0 0

775 347 36 52 25 29 46 129 65 46

277 84 25 15 27 44 9 23 21 29

80 21 14 41 1 3

18 12 1 2 3

247 151 22 5 1 15 8 29 1 15

622 268 47 35 69 59 20 55 22 47

（令和7年4月1日現在）

市 町 別 

 水   利

合
 
 
計

松            江           市

合      計

私 設

20

～

40

㎥

未満

消

火

栓

公 設

小 計

河 川 ・ 溝 等

防

火

水

槽

小 計

そ

の

他

40

～

100

㎥

未満

100

㎥
以 上

小 計

プ ー ル

濠 ・ 池 等

海 ・ 湖
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（令和7年4月1日現在）

級別 種別 年 月

防 災 広 報 車 ニ ッ サ ン 無 12 1 普通自動車

人 員 輸 送 車 ト ヨ タ 無 3 3 24人乗りバス

消 防 団 防 災 学 習 車 ト ヨ タ 無 10 5 普通自動車ワゴン

防 災 活 動 車 ス バ ル 無 7 3 普通自動車

本 部 福 祉 車 両 日 産 無 3 0 普通自動車

本 部 福 祉 車 両 ト ヨ タ 無 2 7 普通自動車

防 災 広 報 車 ダ イ ハ ツ 無 1 4 普通自動車

危 険 物 査 察 車 ト ヨ タ 無 2 7 小型貨物車

本 部 指 揮 車 ニ ッ サ ン 有 3 1 普通自動車

警 防 業 務 車 ダ イ ハ ツ 無 6 8 軽自動車バン

消 防 団 広 報 車 三 菱 無 16 0 軽自動車バン

消防団防災学習車(２号) ス ズ キ 無 0 1 軽自動車バン

北 指 揮 車 ト ヨ タ 有 12 10 普通自動車ワゴン

北 １ 警 防 い す ゞ 有 A 2 11 1 ポンプ車

北 ２ 警 防 日 野 有 A 2 15 3 化学消防ポンプ自動車Ⅱ型

北 は し ご 車 日 野 有 9 2 はしご車（35m級）

水 槽 車 日 野 有 B 2 28 3 10ｔ・小型動力ポンプ付

北 予 備 タ ン ク 車
日 産
ディーゼル

有 A 1 24 2 水槽付ポンプ車

北 救 急 １ 号 ニ ッ サ ン 有 0 2 高規格救急自動車

北 救 急 ２ 号 ト ヨ タ 有 5 3 高規格救急自動車

北 救 急 ３ 号 ト ヨ タ 有 14 8 高規格救急自動車

作 業 車 三菱ふそう 有 24 0 クレーン付3ｔトラック

緊急消防自動二輪車 ヤ マ ハ 無 22 4 オフロードバイク

支 援 車 日 野 有 14 2 支援車Ⅰ型

災 害 救 援 車 ニ ッ サ ン 有 14 0 普通自動車ワゴン

資 機 材 搬 送 車 ト ヨ タ 有 18 7 2ｔトラック（幌付）

予 防 管 理 業 務 車 ダ イ ハ ツ 無 6 8 軽自動車バン

北 査 察 車 ダ イ ハ ツ 無 9 0 軽自動車バン

北 部 福 祉 車 両 ト ヨ タ 無 2 7 普通自動車

北 部 １ 警 防 日 野 有 A 2 18 2 ポンプ車

北 部 ２ 警 防 日 野 有 A 2 4 0 水槽付ポンプ車

北 部 救 急 １ 号 ト ヨ タ 有 7 4 高規格救急自動車

北 部 救 急 ２ 号 ト ヨ タ 有 10 4 高規格救急自動車

車        両

摘 要
経過年数

所 属 名 称 メ ー カ ー

北 部 分 署

消
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
署

無線
ポ ン プ

消

防

本

部

予 防 課

警 防 課

消防総務課

北         署
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（令和7年4月1日現在）

級別 種別 年 月

東 部 福 祉 車 両 ト ヨ タ 無 2 7 普通自動車

東 部 １ 警 防 日 野 有 A 2 10 1 ポンプ車

東 部 ２ 警 防 日 野 有 A 2 0 1 水槽付ポンプ車

東 部 救 急 １ 号 ト ヨ タ 有 6 1 高規格救急自動車

東 部 救 急 ２ 号 ト ヨ タ 有 13 2 高規格救急自動車

南 福 祉 車 両 日 産 無 2 11 普通自動車

南 指 揮 車 三 菱 有 21 2 普通自動車

南 １ 警 防 い す ゞ 有 A 2 12 1 ポンプ車

南 ２ 警 防 日 野 有 A 2 3 0 水槽付ポンプ車

救 助 工 作 車 日 野 有 13 0 救助工作車Ⅲ型

南 救 急 １ 号 ト ヨ タ 有 4 4 高規格救急自動車

南 救 急 ２ 号 ト ヨ タ 有 8 1 高規格救急自動車

南 は し ご 車 日 野 有 1 0 はしご車（25m級）

南 資 機 材 搬 送 車 ト ヨ タ 有 15 4 １ｔトラック（幌付）

重 機 搬 送 車 日 野 有 12 0 クレーン付8tトラック(3t級重機積載)

緊急消防自動二輪車 ヤ マ ハ 無 22 3 オフロードバイク

南 査 察 車 ダ イ ハ ツ 無 9 0 軽自動車バン

特 殊 災 害 対 策 車 日 野 有 9 0 中型マイクロバス改造

小 型 救 助 車 カ ワ サ キ 有 1 6

南 部 福 祉 車 両 ト ヨ タ 無 2 7 普通自動車

南 部 １ 警 防 日 野 有 A 2 17 0 ポンプ車

南 部 ２ 警 防 日 野 有 A 2 7 0 水槽付ポンプ車

南 部 救 急 １ 号 ト ヨ タ 有 3 6 高規格救急自動車

南 部 救 急 ２ 号 ト ヨ タ 有 5 3 高規格救急自動車

西 部 福 祉 車 両 ト ヨ タ 無 2 7 普通自動車

西 部 １ 警 防 三菱ふそう 有 A 2 26 3 ポンプ車

西 部 ２ 警 防 日 野 有 A 2 11 0 水槽付ポンプ車

西 部 救 急 １ 号 ト ヨ タ 有 1 6 高規格救急自動車

西 部 救 急 ２ 号 ト ヨ タ 有 8 4 高規格救急自動車

湖 南 警 防 日 野 有 A 2 16 0 ポンプ車

湖 南 救 急 ト ヨ タ 有 6 2 高規格救急自動車

計 64　台

ポ ン プ 経過年数

消

防

署

湖 南 出 張 所

西 部 分 署

南 署

無線 摘 要

南 部 分 署

東 部 分 署

所 属 名 称 メーカー
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通 信 



通  　信

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

火   災 8 6 2 9 7 8 9 5 5 4 15 6 84

救   急 952 837 900 737 797 775 944 997 841 800 822 969 10,371

救　 助 10 6 1 8 9 8 9 8 12 3 10 5 89

他 災 害 10 6 6 8 11 7 22 30 25 14 14 14 167

いたずら 6 8 5 6 3 6 11 32 39 12 1 7 136

そ の 他 276 306 377 321 336 366 385 439 528 452 400 425 4,611

合  計 1,262 1,169 1,291 1,089 1,163 1,170 1,380 1,511 1,450 1,285 1,262 1,426 15,458

⑴ 119番月別受信状況

令和6年中の総受信件数は､15,458件で､1日約42件となっています。
受信状況の内訳は、火災84件（0.5％）、救急10,371件（67.1％）、救助89件（0.6％）、他災害167

件（1.1％）いたずら136件（0.9％）、その他（問い合わせ・間違い・試験等）4,611件（29.8％）と
なっています。

1,262

1,169

1,291

1,089

1,163 1,170

1,380

1,511

1,450

1,285
1,262

1,426

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和6年中
（件）

通報内訳
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⑷ Net(ネット)119緊急通報システム

⑵ 回線種別ごとの１１９番受信状況
固定電話 携帯電話 IP電話 駆けつけ その他 合計

108 4,747

災 害 通 報 2,082 5,564 2,950 10 105

7,465 3,544 58 213

10,711
訓練通報、試験、その他 2,096 1,901 594 48

15,458

⑶ 災害通報内訳

災害通報件数
内訳

松江消防管内 他消防本部への転送 他消防本部からの転送

合 計 4,178

⑹ 多言語対応

⑺ 映像通報システム

15,458件 15,268件

出雲市消防本部　　　36件

鳥取西部消防局　　　26件

雲南消防本部　　　  13件

安来市消防本部　　　 8件

その他　　　　　　　24件

　　　　　（合計 107件）

出雲市消防本部　    23件

鳥取西部消防局　 　 35件

雲南消防本部　　     9件

安来市消防本部　 　  7件

その他　　　　　 　  9件

　　　　   （合計 83件）

⑸ 聴覚障がい者等用緊急通報FAX

聴覚・言語機能等に障がいのある方が、スマートフォンやタブレット等の携帯端末を利用して、簡単な

ボタン操作で音声によらない119番通報ができるシステムであり、令和2年11月から運用しています。

令和6年中の受信はありません。

日本語が話せない外国人からの119番対応及び現場対応に備え、平成30年4月から多言語電話通訳サービ
ス（ビーボーン）及び平成30年2月から多言語音声翻訳アプリ（救急ボイストラ）を利用しています。
令和6年中の現場対応実績はビーボーン9件、救急ボイストラ9件です。

使用言語の内訳は、英語8件、中国語6件、インドネシア語1件、クメール語1件、ネパール語1件、フラン

ス語1件です。

聴覚・言語機能等に障がいのある方が、FAXを使用して119番通報ができるサービスであり、平成3年7月

から運用しています。

令和6年中の受信はありません。

令和6年中

令和6年中

消防車や救急車を要請する際、音声のやりとりに加え、スマートフォンを活用し通報者と消防指令セン

ターとの間でビデオ通話が可能となり、音声と映像の２つの情報を共有できるようになりました。

令和7年度より運用しています。

対応言語 (R7.4.1現在)

・多言語電話通訳サービス（22言語）
英語・中国語（北京語）・韓国語・タイ語・ベトナム語・インドネシア語・タガログ語・ネパール語・ポルトガル語・スペイン語・フランス語・

ドイツ語・イタリア語・ロシア語・マレー語・ミャンマー語・クメール語・モンゴル語・シンハラ語・ヒンディー語・ベンガル語・ウルドゥー語

・多言語音声翻訳アプリ（31言語）
英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語・タイ語・フランス語・インドネシア語・ベトナム語・スペイン語・ミャンマー語・アラビア語・イタリ

ア語・ウクライナ語・ウルドゥ語・オランダ語・クメール語・シンハラ語・デンマーク語・ドイツ語・トルコ語・ネパール語・ハンガリー語・ヒン

ディ語・フィリピン語・ポーランド語・ポルトガル語（ブラジル）・マレー語・モンゴル語・ラーオ語・ロシア語
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⑻ 通信施設の現況

北

消

防

署

東

部

分

署

北

部

分

署

南

消

防

署

西

部

分

署

南

部

分

署

湖

南

出

張

所

60 27 7 3 3 9 5 3 2 1

1 1

2 2

4 2 2

1 1

2 2

2 2

2 2

8 1 1 1 1 1 1 1 1

3 3

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

26 4 7 2 2 6 2 2 1

　　　　　　　　　　署　所　別

　　設　備　別

計

北消防署　管内 南消防署　管内消

防

本

部

市

役

所

計

通 信 指 令 シ ス テ ム

119 番 専 用 回 線

非 常 用 119 番 専 用 回 線

Net( ネ ッ ト )119 緊 急 回 線

（令和7年4月1日現在）

警 察 専 用 回 線

1E-mail 指 令 回 線

映 像 通 報 シ ス テ ム

聴 覚 障 が い 者 緊 急 FAX

衛 星 119 番 回 線

携 帯 119 番 電 話 転 送

1

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
回
線

日 本 道 路 公 団

病 院 専 用 回 線

ガ ス 、 水 道 専 用 回 線

災 害 情 報 案 内

携 帯 電 話

携 帯 ・ IP 位 置 情 報

指 令 専 用 回 線

順 次 指 令 用 回 線 （ INS ）

消 防 団 専 用 電 話 （ INS ）

市 役 所 専 用 回 線
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区分 合　計 総　計

アナログ 5W

5W

10W

アナログ 5W

5W

1W

113局

1局
（デジタル6波）

⑼ 消防用無線現況表
（令和7年4月1日現在）

局　名 小　計

しょうぼうしんじさん（中継局）
1局

（アナログ1波・デジタル8波）

しょうぼういんべ（中継局）
1局

（デジタル8波）

基
　
　
地
　
　
局

まつえしょうぼう
1局

（アナログ1波）

5局

3局しょうぼうしんじさん（中継局）
1局

（多重）

しょうぼう２１Ｃプラザ
1局

（多重）

しょうぼうこうぼうさん（中継局）

6

デジタル

しょうぼうたこばな（中継局）
1局

（デジタル6波）

固

定

局

まつえしょうぼう
1局

（多重）

2

50

陸
　
上
　
移
　
動
　
局

車載型

1

105局

デジタル

45

1

携帯型
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⑽ 5年間の推移

7,689 8,271

9,236

10,471 10,371

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

救急受信件数（件）

12,011
12,582

13,456

15,965
15,458

4,665 5,062
5,893

8,041 7,465

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

R２年 R３年 R４年 R５年 R６年

119番受信件数

119番受信数

携帯受信数

（件）

※R3の統計から救助とその他災害を区別

108 95
145 134

84

84

92
72

89

210

184
120

129 167

0

50

100

150

200

250

300

350

400

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

災害受信件数

火 災 救助 他災害

340
318

363 357
335

（件）
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松江市消防音楽隊 
 

松江市消防音楽隊は、昭和54年12月1日に発足しました。消防の諸式典をはじめ各種行事に出場

し、演奏活動を通じて広く地域住民と接することにより、消防の認識を深めると共に火災予防行

政の推進に重要な一翼を担っています。 

 

隊員編成                       （令和7年4月1日現在） 

隊長 

（消防総務課長） 副隊長 楽 長 副楽長 隊 員 合 計 

1名 1名 1名 1名 20名 24名 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和6年度の主な演奏活動  

  ・松江市健康福祉フェスティバル 

 ・あいあいのつどい 

・バスまつり 

・松江市民余芸大会 

 

 

 

 

 

 

楽器編成 

パーカッション 

トランペット トロンボーン 

ソプラノサックス アルトサックス テナーサックス バリトンサックス 

ユーフォニューム チューバ ベース 



 

 

消防団 

 

  組  織 

  車両保有状況 

 



条例定員 1,970人

現 在 数 1,879人

消防団本部

松江市消防団長

令和７年４月１日現在

副団長（北部担当） 副団長（中部担当） 副団長（南部担当）

鹿島方面団 島根方面団 美保関方面団 八束方面団 松江橋北方面団 松江橋南方面団 八雲方面団 玉湯方面団 宍道方面団 東出雲方面団

方面団長 方面団長 方面団長 方面団長 方面団長 方面団長 方面団長 方面団長 方面団長 方面団長

方面副団長３人 方面副団長２人 方面副団長３人 方面副団長２人 方面副団長２人 方面副団長２人 方面副団長２人 方面副団長３人 方面副団長２人 方面副団長３人

分団長 分団長 分団長 分団長 分団長 分団長 分団長 分団長 分団長 分団長

４人 ３人 ５人 ２人 １０人 ７人 ２人 １人 ２人 ３人

副分団長 副分団長 副分団長 副分団長 副分団長 副分団長 副分団長 副分団長 副分団長 副分団長

４人 ３人 ５人 ２人 １０人 ７人 ２人 ５人 ４人 ３人

班長 班長 班長 班長 班長 班長 班長 班長 班長 班長
２８人 ２４人 ３６人 １６人 ４５人 ２２人 １８人 ２４人

団員 団員 団員 団員 団員 団員
１９６人 １４６人 ２０７人 １２９人 ２７３人 １０２人 １１７人

分団長

１人

副分団長

団員 団員 団員 団員

１６人 １４人

松　江　市　消　防　団　組　織　図

１人

班長
２人

団員
１２人

女性分団

８５人 ６８人 １７５人

－
87
－



20(16) 3 1(1) 1(1) 2(2) 12(12)

4 台

341(1) 1 2 10 10 45 273(1)

3 1 2

20 1 1 2 16

29(1) 1 1 4 23(1)

30 1 1 4 24

23 1 1 3 18

24 1 1 4 18

26 1 1 4 20

49 1 1 6 41

42 1 1 6 34

45 1 1 6 37

50 1 1 6 42

3 台

20 台

消 防 自 動 車 保 有 台 数

小 型動力 ポ ンプ 付積載車保 有 台数

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

団　本　部

松江橋北方面団

大 野 分 団

（　）内は、女性消防団員で内数。

法 吉 分 団

生 馬 分 団

計

古 江 分 団

本 庄 分 団

秋 鹿 分 団

朝 酌 分 団

持 田 分 団

計

方 面 団 本 部

橋 北 分 団

川 津 分 団

副

団

長

団

長

副　　団　　長　　階　　級

方
面
副
団
長

分 団 名

方

面

団

長

団

員

分

団

長

副

分

団

長

班

長

分 団 名

分

団

長

副

分

団

長

　　階　　級

小 型動力 ポ ンプ 付積載車保 有 台数

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

計
副

団

長

方

面

団

長

方
面
副
団
長

副　　団　　長団

長

班

長

団

員

消 防 自 動 車 保 有 台 数

（　）内は、女性消防団員で内数。

団 本 部

●車両等保有状況（令和６年４月１日現在）

1
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141(2) 1 2 7 7 22 102(2)

3 1 2

8 1 1 2 4

13 1 1 2 9

17(2) 1 1 2 13(2)

26 1 1 4 20

23 1 1 4 17

29 1 1 6 21

22 1 1 2 18

4 台

7 台小 型動 力 ポンプ付積 載車保 有 台数

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

松江橋南方面団

消 防 自 動 車 保 有 台 数

副　　団　　長団

長

副

団

長

方

面

団

長

方
面
副
団
長

大 庭 分 団

忌 部 分 団

　　階　　級

分 団 名

竹 矢 分 団

方 面 団 本 部

橋 南 分 団

津 田 分 団

（　）内は、女性消防団員で内数。

計

乃 木 分 団

団

員

計

班

長

古 志 原 分 団

分

団

長

副

分

団

長
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236 1 3 4 4 28 196

4 1 3

88 1 1 10 76

60 1 1 8 50

60 1 1 8 50

24 1 1 2 20

2 台

12 台

179 1 2 3 3 24 146

3 1 2

50 1 1 6 42

39 1 1 6 31

87 1 1 12 73

12 台

鹿島方面団

島根方面団

計

方 面 団 本 部

大 芦 分 団

　　階　　級

分 団 名

佐 太 分 団

団

長

計

班

長

副

団

長

方

面

団

長

方
面
副
団
長

分

団

長

加 賀 分 団

野 波 分 団

小 型動力 ポ ンプ 付積載車保 有 台数

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

消 防 自 動 車 保 有 台 数

計

団

員

計

分

団

長

副

分

団

長

班

長

団

長

副　　団　　長

団

員

消 防 自 動 車 保 有 台 数

小 型動力 ポ ンプ 付積載車保 有 台数

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

方
面
副
団
長

分 団 名

副

分

団

長

副

団

長

方

面

団

長

副　　団　　長

方 面 団 本 部

恵 曇 分 団

　　階　　級

講 武 分 団

御 津 分 団
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257 1 3 5 5 36 207

4 1 3

59 1 1 8 49

50 1 1 6 42

56 1 1 8 46

30 1 1 4 24

58 1 1 10 46

12 台

13 台

108 1 2 2 2 16 85

3 1 2

53 1 1 8 43

52 1 1 8 42

8 台

美保関方面団

八雲方面団

方 面 団 本 部

千 酌 分 団

片 江 分 団

七 類 分 団

計

班

長

副

団

長

消 防 自 動 車 保 有 台 数

分 団 名

　　階　　級 副　　団　　長 団

員

計

団

長

分

団

長

副

分

団

長

方

面

団

長

方
面
副
団
長

団

員

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

方 面 団 本 部

岩 坂 分 団

熊 野 分 団

小 型動 力 ポンプ付積 載車保 有 台数

計

消 防 自 動 車 保 有 台 数

　　階　　級

分 団 名

計

小 型動 力 ポンプ付積 載車保 有 台数

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

美 保 関 分 団

森 山 分 団

団

長

分

団

長

副

分

団

長

班

長

副

団

長

方

面

団

長

副　　団　　長

方
面
副
団
長
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92 1 3 1 5 14 68

8 1 3 1 3

84 5 14 65

1 台

6 台

202 1 2 2 4 18 175

26 1 2 2 4 17

8 2 6

87 8 79

81 8 73

2 台

7 台

副　　団　　長団

長

宍道方面団

玉湯方面団

計

分 団 名

団

員

計

分

団

長

副

分

団

長

班

長

副

団

長

方

面

団

長

方
面
副
団
長

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

消 防 自 動 車 保 有 台 数

小 型動力 ポ ンプ 付積載車保 有 台数

方 面 団 本 部

宍 道 分 団

来 待 分 団

方 面 団 本 部 班

計

分 団 名

　　階　　級

　　階　　級

玉 湯 分 団

方 面 団 本 部

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

消 防 自 動 車 保 有 台 数

小 型動力 ポ ンプ 付積載車保 有 台数

計

分

団

長

副　　団　　長団

長

団

員

副

分

団

長

班

長

副

団

長

方
面
副
団
長

方

面

団

長
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152 1 2 2 2 16 129

3 1 2

84 1 1 10 72

65 1 1 6 57

8 台

151(2) 1 3 3 3 24 117(2)

5 1 3 1

38 1 1 6 30

55(1) 1 1 8 45(1)

53(1) 1 1 10 41(1)

12 台

消 防 自 動 車 保 有 台 数

小型 動力 ポンプ付積 載車保 有 台数

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

意 東 分 団

計

方 面 団 本 部

揖 屋 分 団

出 雲 郷 分 団

副

団

長

方

面

団

長

方
面
副
団
長

分 団 名

東出雲方面団

副　　団　　長　　階　　級

計

団

長

分

団

長

副

分

団

長

班

長

団

員

団

長

八束方面団

団

員

分

団

長

副

分

団

長

小 型 動 力 ポ ン プ 保 有 台 数

計

方 面 団 本 部

八 束 北 分 団

消 防 自 動 車 保 有 台 数

小型 動力 ポンプ付積 載車保 有 台数

八 束 南 分 団

副

団

長

方

面

団

長

方

面

副

団

長

副　　団　　長 班

長

　　階　　級

計

分 団 名
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火 災 記 録 
 

昭和２年１２月２９日（第１次白潟大火） 

午後２時４０分、灘町から出火し風速１５ｍ／Ｓの西風にあおられ、灘町、天神町、北寺町、

和多見町の住家３４１戸、非住家９９棟を焼失した。 

り災人員／１,０５８人 損害額／２９５万円 延焼時間／約５時間 

昭和６年５月１６日（材木町大火） 

午後３時２５分、末次本町から出火し風速１５～１７ｍ／Ｓの西風にあおられ、末次本町、

紙屋町、元材木町、末次町、鍛冶町、新材木町、向島の住家６３２戸、８８２棟を焼失した。 

り災人員／３,１２７人 焼失面積／３６,８４２㎡ 損害額／約３００万円 

昭和１２年４月１４日（中原町大火） 

午後３時５０分、中原町から出火し風速１５ｍ／Ｓの南西の風にあおられ、内中原町の一部、

外中原町、土手町、小片原町の家屋３１３戸を焼失した。 

り災人員／１,１８０人 焼失面積／６５,０００㎡ 損害額／約２５０万円 

昭和２３年５月１５日（県立松江第一高等学校（旧松中）火災） 

午後６時５０分、奥谷町赤山県立松江第一高等学校から出火し、校舎２棟、講堂１棟、体育

館２棟、延５,５００㎡を全焼した。 

損害額／７,０００万円 原因／放火 

昭和２３年８月１０日（戦後最大の油火災） 

午前９時４０分、東朝日町、山本石油店から出火し、貯蔵中の石油類が大量に炎上。ドラム

缶が次々と爆発し、空高く舞い上がるという戦後最大の油火災が発生した。 

焼失／倉庫７棟・住宅４棟 焼失面積／延１,７００㎡ 損害額／１,１６１万円 原因／ハ

ンダ付 

昭和２４年８月１５日（第２次白潟大火） 

午後３時１０分、寺町、片岡製粉所第一工場動力引込線付近から出火。風速１２ｍ／Ｓの東

南東の風にあおられ、寺町、天神町、白潟本町、灘町、魚町、延４３,０００㎡にわたり火災

が拡大し、郵便局、電話局、電信局、劇場２、神社１、寺院３、住宅（店舗含む）１５９戸、

その他４３棟、合計２０９棟全焼、１３棟半焼、建物焼失面積延２０,０００㎡におよび、午

後７時３０分鎮火した。 

り災人員／８５１人 損害額／１０億３,１００万円 

消防隊出動状況／消防本部 消防長以下 ４人 

  消防団９分団 ５５０人 

  応援隊 １,１６４人 

  計１,７１８人 

消防機械出動状況／松江市 消防ポンプ自動車 ６台 

  手引動力ポンプ ４台 

  腕用ポンプ ５台 

 応援隊 消防ポンプ自動車 ６台 

  手引動力ポンプ １３台 
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  腕用ポンプ １０台 

  米軍民事部消防車 １台 

   計４５台 

昭和２８年２月７日（絹笠遊技場火災） 

午前７時３０分、寺町、絹笠遊技場から出火。発見が遅れたこともあり、１０ｍの強風にあ

おられ附近の住宅密集と道路狭あい等の悪条件から、一時は大火に拡大する恐れがあった。 

重軽傷／５人 り災人員／５７人 り災世帯／１８世帯 焼失／住宅５棟全焼・住宅非住

家２棟半焼 焼失面積／延５７９㎡ 損害額／３０５万円 

昭和２９年５月２０日（川津小学校火災） 

午後５時、西川津町、市立川津小学校の新校舎から出火。校舎１棟全焼、延５８７㎡を焼失

した。 

損害額／３９１万円 原因／放火 

昭和３０年１月２２日（県立松江工業高校火災） 

午前０時２５分、古志原町、県立松江工業高校の図書館から出火。校舎２棟全焼、延７８７

㎡を焼失した。 

損害額／３０３万円 

昭和３１年７月１８日（中村製麺工場火災） 

午後１１時１０分、朝日町、中村製麺工場から出火。同工場２棟、隣接建物４棟全焼、延７

１９㎡を焼失した。 

損害額／７３７万円 

昭和３１年１２月１３日（県庁火災） 

午後９時３２分、島根県庁厚生部薬務課附近から出火。発見の遅れと水利不足の悪状況のた

め、木造大建築物の本館をはじめ庁舎の大半を焼失する大火となり、５時間にわたり炎上し、

14 日午前２時鎮火した。出火当時、風速７ｍ／Ｓの西風が吹いていたが、市街地への延焼は

免れた。 

被 害 焼失／本館５棟（ロの字形庁舎）・分館６棟全焼・倉庫１棟半焼 

 焼失面積／延８,０９０㎡ 

 損害額／１億１,０２０万円 

消防隊 松江市／車両（小型動力含む）３０台、職団員６０４人 

応 援 車両３３台、人員５１７人（出雲市、平田市、安来市、米子市、境港市、大野村、

美保関町、鹿島町、玉湯町、東出雲町、八雲村、宍道町、八束村、斐川町、大社

町、広瀬町） 

昭和３１年１２月２１日（福光鉄工所火災） 

午後１０時１０分、伊勢宮町、福光鉄工所作業場から出火。島田産婦人科医院をはじめ住宅

５棟、非住家５棟を全焼、延５７９㎡を焼失した。 

り災人員／１８人 り災世帯／５世帯 損害額／４７１万円 原因／こんろ火の落下 

昭和３２年５月１９日（北辰堂アパート火災） 

午前１時２０分、津田町、アパート兼工場から出火し、店舗住宅８棟、倉庫４棟全焼、延９

６７㎡を焼失した。 

り災人員／４９人 り災世帯／１３世帯 損害額／１,４２３万円 原因／放火 
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昭和３７年３月２日（スナヤストアー火災） 

午前０時５分、殿町、すなや商事㈱スーパーマーケットから出火。同マーケットを全焼し、

延６５４㎡を焼失した。 

損害額／９８６万円 原因／石油ストーブの不始末 

昭和３９年１１月２５日（中村造船火災） 

午前１時５０分、東本町、㈱中村造船鉄工所東本町造船工場から出火。同所の工場、倉庫、

松江醤油工業組合、松江精機工作所、福島造船鉄工所工員寮、三洋電器松江出張所、住宅合

せて１８棟全半焼、延５,３０３㎡を焼失した。この火災において、中村造船の工場内にあっ

た溶解アセチレンボンベが数本爆発し、その一つは木造３階建の大建築物（松江醤油工業協

同組合）に飛び込み、火災を一挙に拡大し、消火に困難をきわめた。 

り災人員／５２人 り災世帯／１０世帯 損害額／３,１３５万円 原因／不明 

昭和４２年８月４日（京店火災） 

午後８時１０分、末次本町、金武食料品店から出火。店舗・住宅６棟を全焼し、延３４４㎡

を焼失した。 

負傷者／消防団員５人 り災人員／２３人 り災世帯／６世帯 損害額／７５７万円 原

因／取灰の不始末 

昭和４２年９月１７日（メガネの太田火災） 

午後６時４０分、末次本町、メガネの太田から出火。同 3 階建を全焼したほか、１棟を半焼、

２棟を部分焼した。 

負傷者／４人 り災人員／１６人 り災世帯／２世帯 焼失面積／延６０７㎡ 損害額／

１,７７０万円 原因／フレームヒーターの取扱不良 

昭和４３年１１月９日（山陰木材防腐火災） 

午後１時１０分、八幡町、山陰木材防腐㈱松江工場の注薬工場から出火。同工場のほか、住

宅１棟、倉庫１棟を全焼し、延６６２㎡を焼失した。 

り災人員／４人 り災世帯／１世帯 損害額／４８５万円 原因／加熱されたクレオソート

の油が漏れ溶接の火花を引火 

昭和４６年１２月１３日（津田小学校火災） 

午前１１時１５分、東津田町、市立津田小学校校舎から出火。校舎１棟を半焼し、延５６４

㎡を焼失した。 

負傷者／消防吏員２人 損害額／７３０万円 原因／不明 

昭和４７年１月２９日（木山アパート火災） 

午後２時３５分、西川津町、木山アパートから出火。同アパート２棟を全焼し、延５７９㎡

を焼失した。 

り災人員／３２人 り災世帯／２４世帯 損害額／１,０８３万円 原因／不明 

 

組合消防発足後 

昭和４８年７月４日（魚瀬町火災） 

午後７時３０分、松江市魚瀬町 M 方住宅から出火。住宅６棟を全焼し、延６０６㎡を焼失し

た。 
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り災人員／３９人 り災世帯／７世帯 損害額／１,２４３万円 原因／灯油バーナの取

扱不良 

昭和５０年５月１２日（内藤食料品店火災） 

午前１０時０９分、松江市末次町、内藤食料品店から出火。住宅５棟を全半焼し、延４９３

㎡を焼失した。 

り災人員／５４人 り災世帯／１４世帯 損害額／２,０００万円 原因／電気こんろの

取扱不良 

昭和５１年２月２３日（寺町火災） 

午前２時４０分、松江市寺町 F 方住宅から出火。住宅６棟を全半焼し、延４９３㎡を焼失し

た。 

り災人員／５４人 り災世帯／１４世帯 損害額２,４００万円 原因／風呂かまどの火

を移動中落下したもの 

昭和５１年８月８日（福島造船火災） 

午前３時４０分、松江市御手船場町、福島造船鉄工所製材工場から出火し、同所工場及び住

宅合わせて１３棟全焼、延３,６９３㎡を焼失した。 

負傷者／１人 り災人員／１２人 り災世帯／６世帯 損害額／２億７１３万円 原因／

不明 

昭和５２年２月２０日（宍道町火災） 

午後４時２５分頃、八束郡宍道町５区 T 方から出火。店舗・住宅合せて１９棟全半焼し、延

８８６㎡を焼失した。 

り災人員／６６人 り災世帯／１６世帯 損害額３,９９１万円 原因／取灰の不始末 

昭和５３年４月４日（京店火災） 

午前２時４３分頃、松江市末次本町、成美堂化粧品店から出火。店舗、店舗併用住宅、倉庫

土蔵合わせて１７棟を全半焼し、２,０９９㎡を焼失した。 

り災人員／３２人 り災世帯／８世帯 損害額２億１,４５６万円 原因／不明 

昭和５３年５月３０日（境港造船爆発事故） 

午前８時５０分、八束郡美保関町森山、境港造船㈱でガス爆発。 

死者／７人 重軽傷者／２２人 損害建物／２３棟 爆発損害額／１,８１６万円 火災

損害額／１７２万円 原因／塗装作業中、船倉に充満していたトルエンシンナーの蒸気が、

はだか電球が割れたときの電気火花を引火 

昭和５５年１１月１５日（八雲絨毯火災） 

午前０時４０分、八束郡八雲村大字熊野、㈱八雲絨毯工場から出火。隣接の工場、公民館及

び農業育苗所合わせて６棟、延１,７２９㎡を全半焼した。 

損害額／３,４２５万円 原因／不明 

昭和５６年２月２８日（西茶町火災） 

午前５時１３分、松江市西茶町、サンパチンコ店倉庫併用寄宿舎から出火。店舗、店舗併用

住宅、住宅、倉庫等合せて８棟、１,６３０㎡を全半焼した。 

死者／３人 り災人員／５３人 り災世帯／１３世帯 損害額／１億４,０９６万円 原

因／不明 

昭和５６年５月５日（東朝日町火災） 
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午前２時２５分、松江市東朝日町 T 方住宅から出火。店舗及び住宅合わせて４棟、延６２３

㎡を全焼した。 

死者／３人 り災人員／２４人 り災世帯／５世帯 損害額３,２０７万円 原因／不明 

昭和５７年７月２０日（旅館松月火災） 

午前４時００分、松江市伊勢宮町、旅館松月から出火。３７５㎡を全焼した。 

損害額／９,０２１万円 原因／不明 

昭和５８年１１月１３日（湖北ベニヤ火災） 

午前６時３０分、松江市岡本町、湖北ベニヤ㈱製造工場から出火。工場、休憩棟など合わせ

て５棟、２,８８５㎡を全焼した。 

損害額／1 億５,２４７万円 原因／不明 

昭和６０年２月２１日（玉湯町火災） 

午後５時０７分、八束郡玉湯町大字湯町 H 方住宅から出火。３５８㎡を全焼した。 

死者／２名 負傷者／２名 損害額／３,７９０万円 原因／不明 

昭和６２年２月２０日（持田小学校火災） 

午前１０時４７分頃、松江市東持田町、市立持田小学校校舎から出火。校舎１棟を全焼し、

延９４５㎡を焼失した。 

負傷者／１名 損害額／１,５９５万円 原因／不明 

平成元年１２月１７日（杉山縫製工場火災） 

午前０時３８分頃、松江市秋鹿町、杉山縫製工場㈱松江工場から出火。工場１棟を全焼、管

理棟と車庫の一部、延１,０６８㎡を焼失した。 

損害額／１億８,１１４万円 原因／不明 

平成６年８月１２日（石倉畳店火災） 

午後２時４０分頃、八束郡東出雲町大字下意東、インテリア石倉畳店作業場から出火。作業

場・住宅・倉庫など合わせて７棟を全焼し、隣接する住宅と物置の一部、延１,２４７㎡を焼

失した。 

損害額／５,８７５万円 原因／不明 

平成１１年２月４日（㈱長楽園火災） 

午前３時０５分、八束郡玉湯町大字玉造、㈱長楽園から出火。５階部分宴会場の一部２４１

㎡を焼失した。  

損害額／３,８０１万円 原因／不明 

平成１３年３月２２日（東忌部林野火災） 

午前９時３０分、松江市東忌部町、カワサキ松江ショップＭＸランド敷地内から出火。林野

５．８ｈａを焼失した｡ 

損害額／２０４万円 原因／たき火の残り火の不始末 

平成１４年８月４日（八束町火災） 

午後４時０３分頃、八束郡八束町大字馬渡 W 方住宅から出火。住宅及び納屋等５棟全焼、４

棟一部焼、延４９０㎡を焼失した。 

り災人員／１７人 り災世帯／５世帯 損害額／１,７１５万円 原因／不明 

平成１４年８月８日（宍道町火災） 
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午後３時３２分頃、八束郡宍道町大字宍道 M 方住宅から出火。住宅及び倉庫等７棟全焼、３

棟一部焼、延６９３㎡を焼失した。 

死者／１名 負傷者／１名 り災人員／１２人 り災世帯／５世帯 損害額／４,９３４

万円 原因／不明 

平成１７年８月３日（本庄町火災） 

午前１０時２５分頃、松江市本庄町Ｎ方住宅から出火。住宅及び車庫等５棟全焼、５棟一部

焼、延４６５㎡を焼失した。 

り災人員／１０人 り災世帯／５世帯 損害額／４,５３１万円 原因／不明 

平成１８年１月２０日（東本町火災） 

午前２時３０分頃、松江市東本町三丁目、飲食店から出火。店舗及び住宅３棟全焼、２棟が

部分焼、延７９２㎡を焼失した。 

り災人員／４人 り災世帯／２世帯 損害額／４,３６２万円 原因／天ぷら鍋の過熱 

平成１８年１２月１５日（東出雲町火災） 

午前９時３３分頃、八束郡東出雲町Ｉ方納屋から出火。教会神殿及び納屋等３棟全焼、２棟

が部分焼、延５０８㎡を焼失した。 

   り災人員／２０人 り災世帯／５世帯 損害額／1,７５２万円 原因／不明 

平成２１年１０月２５日（中原町火災） 

午後０時００分頃、松江市中原町Ｎ方住宅から出火。住宅及び物置等４棟全焼、２棟半焼１

棟ぼや、延５５３㎡を焼失した｡ 

り災人員／１７人 り災世帯／６世帯 損害額／３,１２７万円 原因／不明 

平成２２年２月１８日（石橋町火災） 

午前４時５５分頃、松江市石橋町Ｈ方住宅から出火。住宅及び車庫等７棟全焼、１棟半焼延

１，１２９㎡を焼失した｡ 

死者／１名 負傷者／３名 り災人員／１４名 り災世帯／７世帯 損害額／６,４８１

万円 原因／不明 

平成２３年９月２８日（寺町・天神町火災） 

午後０時３５分頃、松江市寺町、㈲つねまつ酒店から出火。店舗及び住宅等５棟全焼、２棟

半焼、４棟部分焼、延６１４㎡を焼失した。 

負傷者／１名 り災人員／１１名 り災世帯／５世帯 損害額／７,９８２万円 原因／

ガステーブルグリルの放置 

平成２７年１０月８日（西津田１丁目火災） 

  午前４時５０分頃、松江市西津田１丁目、アクアリウムエンゼル松江店から出火。店舗及び

住宅等４棟全焼、１棟部分焼、延１，０３６㎡を焼失した。 

   り災人員／２名 り災世帯／１世帯 損害額／２，２０７万円 原因／不明 

令和３年４月１日（島根町加賀大規模火災） 

  午後４時４５分頃、島根町加賀西の浜地内から出火。住宅等２２棟全焼、２棟部分焼、８棟

ぼや、延２,５４６㎡を焼失した。山林については、２１aを焼失した。 

   り災人員／４５名 り災世帯／１６世帯 損害額／１億２,０８８万円 原因／不明 
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令和４年１０月１９日（矢田町火災） 

 午後８時４５分頃、松江市矢田町、㈲野口木材から出火。工場及び資材置場３棟全焼、１

棟半焼、１棟部分焼、倉庫等５棟ぼや、延１８９５㎡を焼失した。 

損害額／７,０８２万円 原因／不明 
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